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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

商工会と連携し、実践創業塾等の研修を実
施しました。創業希望者の相談が６件あ
り、起業についての支援を行いました。

③

引き続き商工会と連携し、実践創業塾の運
営に取り組むとともに、創業希望者に合っ
た講義内容を検討し、地域内経済循環を意
識した取り組みを進めます。

目標値
（H31） 60

人（累
計） 20

人（累
計）

33.3%

H31 60 人（累
計）

H30 60 人（累
計）

H29 60 人（累
計）

H28 40 人（累
計）

H27 20 人（累
計） 20 人（累

計）
100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

創業塾等の受講者数

1

1 施策 創業・第２創業の促進

・ワンストップ窓口を設置し、商工会と連携のもと創業塾等の研修を実施します。
・コミュニティビジネスなど、創意工夫にもとづき、起業ができるよう支援をします。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・実践創業塾を受講された方が創業される
際に、「地域資源」を活かした創業に結び
つけるとともに、地域内経済循環の意識付
けを行うための仕組みづくりが必要です。

《今後の課題》
・地元企業、商工会との連携した情報発信
を行うため、創業者に対して商工会への加
入促進を図るとともに、地元企業と連携す
る仕組みづくりが必要です。

B

・コミュニティビジネスな
ど、創意工夫による起業へ
の支援について取り組みを
進めてください。
・創意工夫ある創業者を育
成するため、日野町特有の
消費者ニーズや購買動向に
ついて起業塾等での情報提
供を検討してください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・創業による雇用の創出につながるよう
に、実践創業塾を開催しました。
《実施できていないこと》
・「地域資源」を活かした地域内経済循環
の活性化については、実践創業塾での内容
として取り扱うことを検討します。
《実施が困難なこと》
・地域資源のブランド化については、関係
団体等との細部にわたる調整が必要です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

3,789 人 327,000 千円

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

農家民泊の受け入れを充実させ、質の高い
体験を実践しています。住宅リフォーム助
成券を交付し、地域住民生活の支援と経済
活性化を図りました。

③

継続した農家民泊の受け入れと住宅リ
フォーム制度の充実に努めます。

目標値
（H31）

4,000 人 3,032 人 75.8% 350,000 千円 381,000 千円 108.9%

H31 4,000 人 350,000 千円

H30 3,950 人 345,000 千円

340,000 千円H29 3,900 人

千円

千円 115.5%

H28 3,850 人 335,000

H27 3,800 人 3,032 人 79.8% 330,000 千円 381,000

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課 商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

民泊受入人数 住宅リフォーム助成による経済波及効果

1

2 施策 地域内経済循環の推進

・（一社）近江日野交流ネットワークによる農村生活体験と民泊の受入により、地域経済の活性化を図ります。
・まちぐるみで支援する中小企業等を軸とした地域内経済循環を推進します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・地域資源を発見するしくみをつくり、更
なる地域内経済循環を図ります。

《今後の課題》
・農家民泊では、受け入れ家庭の豊富な経
験や知識を持った人のつながる機会の充実
に努めます。住宅リフォーム制度について
は、商工会と一層の連携を図り、制度の一
層の活用と、商工業者の雇用拡大に努めま
す。

B

・基本目標と基本的方向を
踏まえて施策に取り組んで
ください。
・まちぐるみで、住民が主
体となる地域内経済循環の
促進を図ってください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・農業等地域資源を活用した農家民泊の受
け入れを行いました。また、住宅リフォー
ム助成券を交付し住民生活の支援を行いま
した。
《実施できていないこと》
・特にありません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

1 社 1 件

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・町の財政、雇用の基盤となる工業団地の
造成が鳥居平地先で準備が進められてお
り、今後の企業誘致に向けて、県企業誘致
推進室等と情報共有を図りました。
・地元企業と誘致企業の連携推進のため、
企業懇談会などの機会を通して、啓発に努
めました。

③

・当面は、鳥居平地先で進められている工
業団地の造成の円滑な進捗に向けて、関係
機関へ働き掛けを行います。
・地元企業と誘致企業の連携推進、また、
異業種間交流の促進のためには、日野町に
おける地場産業の分析が重要であることか
ら、分析調査事業の実施を検討します。

目標値
（H31） 3

社（累
計） 1

社（累
計）

33.3% 5
件（累
計） 0

件（累
計）

0.0%

H31 3 社（累
計） 5 件（累

計）

H30 2 社（累
計） 4 件（累

計）

3 件（累
計）H29 2 社（累

計）

件（累
計）

件（累
計）

0.0%

H28 1 社（累
計） 2

H27 1 社（累
計） 1 社（累

計）
100.0% 1 件（累

計） 0

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課 商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

新規進出企業数 企業・異業種間交流

1

3 施策 企業誘致と企業・異業種間の交流促進

・財政基盤の安定や雇用の場の創出のため、新たな工業団地の確保と企業の誘致を図ります。
・地元企業と誘致企業の連携を推進し、新たなビジネスに発展するよう協力関係とネットワークの拡大を図ります。
・商工会や観光協会、ＪＡグリーン近江、森林組合、工芸職人等と連携し、異業種間交流を促進するとともに流通ルートの整備と地場産業の活性化を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・商工会と共に創業支援塾の開講に取り組む中
で、受講者からも創業と雇用確保に向けて必要と
される施策の要望を聴取するなど、必要な施策の
検討を進め、地域資源を活用した創業と雇用に結
び付けられるよう取り組みます。
・鳥居平地先で準備されている工業団地造成が早
期に着手されるよう、県等へ働き掛け、造成、企
業誘致につながるよう取り組みを進めます。
・町内雇用の拡大のためには、日野町在住の若者
や町外に居住する学生等へ町内企業を紹介する機
会づくりが必要だと考えています。
・原産日野菜等地場野菜のブランド力向上、雇用
の場の確保のため、地方創生交付金事業を活用し
て取り組みます。
・企業間連携、異業種間交流による地域内経済循
環の促進のためには、地場産業の分析が必要であ
り、総務省調査事業等を活用し、対策を検討しま
す。
《今後の課題》
・創業・雇用については、創業を経て雇用につな
がる経営の安定が重要であり、新たな施策の検討
が課題と考えています。また、企業間連携、異業
種間交流による流通ルート整備と地場産業の活性
については、行政がどの範囲まで民間企業に提案
していけるのか、課題と考えています。

B

・異業種間交流の推進に努
めてください。
・地域内経済循環の分析は
重要です。総務省調査業務
だけでない取り組みを進め
てください。
・地域資源として「日野
菜」だけにこだわることな
く、住民が主体となって地
域資源を有効活用できる環
境づくりに努めてくださ
い。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・雇用の創出を図るため、新規企業の誘致
を行いました。
・地域資源である原産日野菜等地場野菜の
付加価値のブランド力向上、雇用の場の確
保のため、日野菜加工場整備等特産品振興
のために取り組みました。
《実施できていないこと》
・経験、技術、知識を持った人がつながる
場や、地元企業と誘致企業の連携について
は、その手法について検討しています。
・地元企業、商工会と連携した町内雇用の
拡大、異業種間交流の促進については、地
場産業の分析を踏まえた施策の検討、地元
の学生等への広報が重要と考えています。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

544 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・商工会と連携し、これまでの経営指導等
に加え、創業支援塾の対象として、地元商
工業の第三者継承も対象として募集しまし
た。
・丁稚ようかんや日野菜漬けなどの特産品
販売力向上のため、地方創生交付金事業を
活用し、三方よし！近江日野田舎体験での
土産物販売も視野に、土産物パンフレット
の制作を行いました。

③

・地元商店の経営指導・相談の促進等経営
基盤強化、第三者継承に向けては、商工会
と連携する中で継続して取り組みます。
・地元特産品の土産物パンフレットを制作
し、今後取り組む旅行会社等への誘致宣伝
活動を行う中で、情報発信し、商業・商店
の活性化につなげていきます。

目標値
（H31） 550 人 532 人 96.7%

H31 550 人

H30 549 人

H29 547 人

H28 546 人

H27 545 人 532 人 97.6%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

商工会会員数

1

4 施策 魅力ある商店づくりの促進

・商工会による経営指導・相談の促進と経営基盤の強化や広報活動、魅力ある商店・商店街づくりと第三者への継承含めた後継者の育成を支援します。
・日野町に伝わる丁稚ようかんや原産日野菜の漬物等の特産品を情報発信することにより、商店の活性化を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・原産日野菜等のブランド化が進みつつあ
る中で、引き続き観光キャンペーン等の機
会を通して、情報発信に努めていきます。
《今後の課題》
・日野町の地域資源に付加価値をどのよう
に見出し、創業・雇用に結び付けていくの
かは、大きな課題です。
・活力を失いつつある商業・商店街を、地
域力、地域の人材、伝統等を融合させる中
で、新たな魅力を持ち、集客できる商店・
商店街として再生させていくかは、大きな
課題であり、挑戦です。

B

・地元商店街の活性化に向
けた経営者の意識啓発が必
要です。
・経営者に対する商工会に
よる経営指導等だけでな
く、豊富な経験を持つ方の
経営指導等が受けられる機
会づくりを検討ください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・商工会と連携し、地方創生交付金を活用
した特典付商品券事業およびポイントシー
ルラリー事業に取り組み、地域内経済循環
の活性化を図りました。
・商工業の第三者継承を含めた後継者育成
について、商工会運営事業への補助を通し
て、商工会青年部活動等に支援を行いまし
た。
《実施できていないこと》
・農業等の地域資源のブランド化、魅力あ
る商店街づくり、商店の活性化について
は、近隣への大型量販店進出等もあり、そ
の対策が検討できていません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

8 件（累計）

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・年度当初の農業組合長会議において人・
農地プランの作成を促しました。また、集
落に出向いて人・農地プランの作成や認定
農業者、営農組合の法人化などの説明や相
談によって、地域農業の担い手の育成・確
保に向けて取り組みました。
・ＪＡ・町・県による会議を開催し、新規
就農者等の担い手の情報を共有し、青年就
農者の経営安定に向けた支援に取り組みま
した。

③

・引き続き、集落や農業者からの相談に応
じ、また、集落へ説明に出向くなどにより
人・農地プランの作成を促し、併せて地域
農業の担い手の育成・確保に向けて取り組
みます。
・引き続き、ＪＡ・町・県による会議にお
いて、新規就農者や認定農業者、農事組合
法人等の担い手の情報を共有し、連携して
支援・育成に取り組みます。

目標値
（H31） 30

件（累
計） 11

件（累
計）

36.7%

H31 30 件（累
計）

H30 25 件（累
計）

H29 20 件（累
計）

H28 15 件（累
計）

H27 11 件（累
計） 11 件（累

計）
100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

農林課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

人・農地プラン作成件数

1

5 施策 農業経営体の育成

・担い手の育成・確保、後継者・新規就農者の育成に取り組み、認定農業者や農事組合法人の育成などで、農業の活性化を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・認定農業者や農事組合法人等への研修等
の機会を確保し、情報提供等の支援を継続
します。また、付加価値の高い環境こだわ
り米の作付面積が拡大するよう呼びかけを
行います。
《今後の課題》
・地元企業等との連携や情報の発信をどの
ように進めていくか検討します。

A

・農業者自らが環境こだわ
り米などのブランド化につ
ながる取り組みを進めてく
ださい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・認定農業者や農事組合法人等を対象に農
業セミナーを共催し、農政情報等の提供や
食味向上の報告等により意識高揚を図る機
会を設けました。また、環境こだわり米な
ど付加価値の高い水稲生産を奨励しまし
た。
《実施できていないこと》
・町内企業、商工会との連携や情報の発信
はあまりできていません。
《実施が困難なこと》
・山間など条件不利な集落での農業生産
は、営農活動（雇用）の継続が困難な面が
あります。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

70 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・ニーズの高い加工用キャベツの生産拡大
に取り組み、栽培研修会を開催し、意識啓
発を行いました。
・任意団体による学校給食用野菜の生産を
支援し、地産池消の推進に取り組みまし
た。

③

・引き続き、加工用キャベツ等の生産支援
に取り組みます。また、通年で野菜が生産
できるよう支援を行います。

目標値
（H31） 80 人 70 人 87.5%

H31 80 人

H30 78 人

H29 76 人

H28 74 人

H27 70 人 70 人 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

農林課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

野菜生産者

1

6 施策 地元野菜生産者の担い手育成

・消費者ニーズに合った農産物や特産品・多品目化を図り、「地産地消」の拡大と担い手の育成につなげるため、生産者の意識啓発を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引き続き、栽培研修会等の知識習得の機
会を設けて、新たな生産者による野菜生産
（雇用）の創出に取り組みます。また、野
菜が地域内で出荷され、消費される地域内
循環の活性化を目指します。

《今後の課題》
・計画されているJA農産物加工施設で野
菜が有効利用されることで、生産現場と加
工現場に雇用の創出が期待できますが、そ
のためには出荷用野菜の生産拡大を図る必
要があります。

A

・農産物の多品目化を意識
した施策を進めてくださ
い。
・住民が主体となる創業に
つながるように、小規模農
家の育成に取り組んでくだ
さい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・栽培研修会を開催し、技術や知識の習得
の機会を設けました。また、特定品目
（キャベツ）の生産を支援し、新たな生産
者をつくりました。
・町内スーパー(直売ｺｰﾅｰ)への出荷、町内
企業への地元野菜の供給があります。
《実施できていないこと》
・情報の発信はあまりできていません。
《実施が困難なこと》
・営農組合等による野菜生産で雇用の創出
が期待できますが、営農組合等による野菜
生産の取り組み誘導が難しいです。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

45 ｔ 38 件

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・栽培研修会や日野菜漬けコンクールによ
り、生産への動機付けや食文化の伝承を図
りました。また、作付補助金や生産者組織
による栽培研修や販売拡大等の取り組みを
支援しました。
・ＪＡ、生産者団体等と連携して、展示商
談会の出展等の連携を図りました。
・日野菜等の加工施設の建設に向けてＪＡ
と協議を行い、また、ＪＡへの補助金によ
り建設計画を進めることができました。

③

・引き続き、ＪＡ、生産者組織など日野菜
関係者・組織との連携により生産拡大、ま
た販売拡大を進めます。
・生産の受け皿としてＪＡ加工施設が早期
に建設されるようＪＡと連携し、必要な支
援を行います。

目標値
（H31） 70 ｔ 42 ｔ 60.0% 45 件 41 件 91.1%

H31 70 ｔ 45 件

H30 65 ｔ 43 件

41 件H29 55 ｔ

件

件 107.9%

H28 47 ｔ 39

H27 45 ｔ 42 ｔ 93.3% 38 件 41

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

農林課 農林課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

日野菜出荷量 日野菜の販売取引先件数

1

7 施策 日野菜のブランド化の促進

・原産日野菜の種子の安定生産・供給を図り、伝統野菜である原産日野菜のブランド化と年間生産量の増加に向けて、関係機関との連携を図ります。
・原産日野菜を町内で加工・販売するとともに、町外でも流通する仕組みづくりと販路拡大を図ります。
・原産日野菜の有効活用を研究するとともに、情報発信により知名度を高めます。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引き続き、日野菜の生産や販売を支援す
ることによって生産量の増大を図るととも
に、加工現場においても雇用が創出される
よう進めます。
《今後の課題》
・計画されているＪＡ加工施設において年
間雇用が確保されるように、日野菜の安定
的な生産が求められます。

B

・原産日野菜の有効活用と
情報発信に取り組んでくだ
さい。
・原産日野菜のブランド化
を意識した取り組みを進め
てください。
・まちの「たから」である
日野菜を活かして、飲食店
などの町内業者・企業との
連携を進めてください。
・日野菜の生産拡大につい
て、住民が主体となって広
がるように、まちの「たか
ら」であるという意識づけ
に取り組んでください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・新たな雇用（生産者）の働きかけの場と
して栽培研修会を開催しました。また、生
産拡大を進めて雇用（農業生産）の場が広
がるように進めています。
《実施できていないこと》
・支援策などの雇用の拡大につながる情報
発信があまりできていません。
《実施が困難なこと》
・日野菜の単作だけでの生業は困難であ
り、通年栽培や他品目野菜の生産、複合的
な経営などが必要になります。 ⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

15 社

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・獣美恵堂（獣肉加工施設）の衛生機能を
充実させるため、電解水生成水装置の導入
を支援しました。
・新規のレストラン等からの受注は、獣美
恵堂から日野町有害鳥獣被害対策協議会へ
の業務委託により、随時受けられる体制に
しています。

③

・引き続き、順調に運営されるよう獣美恵
堂の主体的な取り組みを支援します。

目標値
（H31） 20 社 17 社 85.0%

H31 20 社

H30 20 社

H29 19 社

H28 18 社

H27 17 社 17 社 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

農林課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

レストラン・ホテルの取引数

1

8 施策 獣肉の利活用を促進

・新たな特産品として獣肉の利活用により販路の拡大を図るとともに、コミュニティビジネスへの取り組みを支援します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引き続き、日野産の獣肉のＰＲによる認
知度を高めます。
・住民が主体となって獣肉を利活用できる
よう、技術・知識の習得の機会と情報提供
を行います。
・獣肉利活用について町内企業、商工会そ
の他団体との連携を研究します。
《今後の課題》
・集落の住民主体による獣肉利活用は獣肉
販売だけでなく、観光や交流への活用への
研究が必要です。

A

・集落で取り組む獣害対策
が、コミュニティビジネス
として創業できるか検討し
てください。
・狩猟方法により異なる獣
肉の質にあった、活用や販
路の確保などを検討してく
ださい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・猟友会有志による「獣美恵堂」は銃器捕
獲したシカ、イノシシの獣肉を販売されて
います。今年度、新たなソーセージを開発
され、販売が始まりました。
・日野町産のシカ肉をイベント等でＰＲ、
販売しています。
《実施できていないこと》
・獣肉利活用について町内企業、商工会と
の連携が図れていません。
《実施が困難なこと》
・猟友会が銃器で捕獲した野生獣の獣肉利
用は進んでいますが、集落住民が箱罠で捕
獲した野生獣の獣肉利用は品質や採算の面
から難しい面があります。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 件

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・若者等への情報発信と地元企業との交流
に向けて、近隣市町で取り組まれた就職説
明会等の取り組み情報を収集しました。
・日野町も構成員となっている東近江地域
労働対策連絡会に地元企業の情報を提供
し、学校への就職説明会で情報発信しまし
た。

③

近隣市町と連携しながら就職相談窓口の設
置を検討します。

目標値
（H31） 24 件 0 件 0.0%

H31 24 件

H30 16 件

H29 8 件

H28 0 件

H27 0 件 0 件 0.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

若者等の就職相談件数

1

9 施策 若者等の就職相談窓口の整備

・地元企業および通勤圏内の近隣市町の求人情報や就職説明会などを把握し、若者等への情報発信と地元企業との交流により、就職を支援する総合的な相談窓口を整備します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・就職を支援する相談窓口の設置について
は、近隣市町の取り組み状況をみても、課
題も多くあると思われ、更なる研究、施策
の検討を進めます。
・創業から経営、雇用への誘導、地元企業
と若者との交流機会の創出から雇用への誘
導のための施策を検討します。
《今後の課題》
・地域資源は農業、農産物加工、自然など
様々なものがあり、６次産業化などにどの
ようにつなげるのかは、継続した課題で
す。

C

・地元企業を住民に知って
もらう取り組みを進めてく
ださい。また、地元企業の
優れた技術等を伝え、地元
企業の誇りと自信につな
げ、事業の継承や新たな創
業につながるよう、意識啓
発に努めてください。
・将来の地元企業への就職
を促進するため、若者等と
地元企業が出会う機会づく
りに努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・東近江地域労働対策連絡会として地元企
業の雇用の拡大を図る様々な事業に取り組
みました。
・商工会と協力しながら、町内企業に対し
て地元雇用の促進、企業間連携等について
の啓発を企業懇談等の機会を通して行いま
した。
《実施できていないこと》
・就職を支援する総合的な窓口について
は、今後の設置に向け研究段階です。
・新たな地域資源を見出し、付加価値を生
み出すためには、更なる検討が必要です。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤

38



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

331 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・高齢者の生きがいづくりと社会参画を促
すシルバー人材センターの研修会や雇用機
会創出のための取り組みに事業補助を行い
ました。

③

・高齢者の社会参画を促すための研修会の
さらなる充実やコーディネーターの育成の
ため、引き続きシルバー人材センターの運
営を支援していきます。
・高齢者の持つ技術、経験は地域資源とも
いえるものであり、技術継承の場の設定等
をシルバー人材センターに働きかけていき
ます。

目標値
（H31） 400 人 339 人 84.8%

H31 400 人

H30 390 人

H29 375 人

H28 350 人

H27 331 人 339 人 102.4%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

シルバー人材センター会員数

1

10 施策 高齢者の生きがい創出

・高齢者の能力を活かした生きがいの充実と社会参加を促進します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すことで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・高齢者の豊富な経験や技術、知識を若者
等に伝える機会を創出できるよう、シル
バー人材センターとも協議します。創業や
新たな雇用への誘導策を検討します。
・農業への人材派遣などを地域住民に周知
し、人材派遣機会促進のための広報に引き
続き取り組みます。
《今後の課題》
・高齢者の能力を活かした生きがいの充
実、社会参加促進のためには、事業に対す
る住民の理解の深まりが必要です。

B

・シルバー人材センター登
録者以外への働きかけ、高
齢者が自らの能力を活かそ
うとする取り組みを検討し
てください。
・農業を通じた生きがいの
充実につながるよう、営農
組合等による広域的な取り
組みを検討してください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・高齢者の生きがい創出、社会参加促進の
ため、シルバー人材センターの運営に対し
補助を行いました。
《実施できていないこと》
・高齢者が持つ技術、経験等を伝える機会
の創出が必要です。
・高齢者の技術、経験等を若者に伝える機
会を創出することで、創業や雇用につなが
ることも考えられます。
《実施が困難なこと》
・特にありません。 ⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

3,789 人 0 人 150 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

修学旅行生等の民泊受け入れを行っていま
す。大学や企業研修の受け入れに向けて準
備を進めています。

　棚田ボランティアは滋賀県が事務局で県
のＨＰでの呼びかけがされています。

③

民泊受け入れのさらなる充実と大学や企業
研修の受け入れを行っていきます。

目標値
（H31）

4,000 人 3,032 人 75.8% 500 人 0 人 0.0% 300 人 164 人 54.7%

人H31 4,000 人 500

270 人

人 300

H30 3,950 人 400 人

240 人250 人

210 人

H29 3,900 人

人

人 0.0%

H28 3,850 人 100

H27 3,800 人 3,032 人 79.8% 0 人 0

棚田ボランティア参加延べ人数

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課 商工観光課 農林課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

民泊受入人数 大学・企業等の研修受入人数

2

1 施策 体験型観光の推進

・（一社）近江日野交流ネットワークによる農村生活体験と民泊の受入により、交流人口の拡大を図ります。さらに、近江日野商人の教えを活かしながら大学・企業等の研修受入に取り組みます。
・棚田ボランティアなどの農業体験を通じて、交流人口の拡大を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・近江日野商人の教えを活かした大学や企
業研修の受け入れの仕組みづくりが必要で
す。

《今後の課題》
・企業研修の受け入れを行うための専任講
師の選定や、地元著名者の発掘等が必要で
す。

C

・棚田ボランティの取り組
みについて、交流人口を拡
大していく手法として町の
関わりを広げることを検討
してください。
・民泊を通じて、これまで
以上に日野の魅力を伝えて
ください。

180 人 164 人 91.1%

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・修学旅行生等の民泊受け入れは充実して
います。大学や企業研修の受け入れについ
ては、検討を行っています。棚田ボラン
ティアなどの農業体験と通じた交流を行っ
ています。

《実施できていないこと》
・大学や企業研修の受け入れは検討段階で
す。

《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

18 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・既存観光施設と古い町並みや寺社仏閣等
との連携による着地型観光推進のため、地
域おこし協力隊を任命し、取り組みを進め
ました。
・魅力的な日野町の観光案内のため、日野
観光ボランティアガイド協会の県および独
自研修参加に取り組みました。
・近江日野商人ふるさと館、まちかど感応
館、近江日野商人館の連携を密にし、観光
客の受入体制の充実に取り組みました。
・観光ボランティアガイドの後継者育成と
協会の活性化のため、日野高校に対して、
高校生ガイドの取り組みについて働きかけ
ました。

③

・既存観光施設と寺社仏閣や町並みなど、
観光客の目的が異なることから、今日まで
観光の目的間の連携は困難でしたが、地域
おこし協力隊の発案もあり、具体的な連携
策を検討中です。
・まちなかへの観光客誘導に向けて、日野
町の観光情報の発信基地である日野まちか
ど感応館前に大型バスを複数台駐車できる
スペースおよびまちなかでのイベントをす
るための施設整備を検討しています。
・日野のまちなかへの観光客の新たな流れ
を創出するため、日野観光ボランティアガ
イド協会、日野観光協会と連携し、具体的
取り組みについて検討を進めています。

目標値
（H31） 23 人 22 人 95.7%

H31 23 人

H30 22 人

H29 20 人

H28 19 人

H27 18 人 22 人 122.2%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

観光ボランティア数

2

2 施策 観光受入体制の整備

・滋賀農業公園ブルーメの丘などの集客力がある観光資源と町内にある神社仏閣、城跡、祭りなどの伝統行事、町並などの歴史的文化資産を結び、観光ボランティアの養成、施設の整備などの観光客の受入体制の整備を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・地方創生交付金事業を活用し、日野観光
協会、日野観光ボランティアガイド協会と
の連携により、日野のまちなかへの定期観
光事業を検討中です。
・田舎体験の取り組みを通して、都市に住
む子どもたちに日野町の情報を発信すると
ともに、日野町の子どもたちを対象に夏休
み子ども工作教室を実施しており、今後も
継続して、次代を担う心豊かな子どもたち
の健全な育成に取り組んでいきます。
《今後の課題》
・観光客に日野町の良さを伝えられるよ
う、ボランティアガイドの幅広い見識取得
や経験、研修が必要です。
・田舎体験の取り組みの対象を地元日野町
の小中学生に拡大し、地元住民が地元の子
どもたちに日野町の豊かさを伝え、育成し
ていくシステムが絶対的に必要であるもの
の、学校現場の協力が不可欠ですが、なか
なか動かないのが大きな課題です。

A

・近江日野商人ふるさと
館、まちかど感応館、近江
日野商人館の連携を更に充
実させ、観光客の受入体制
の整備を図ってください。
・日野駅からのまちなか観
光やブルーメの丘へのアク
セスを向上させるためレン
タサイクルの充実を検討く
ださい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・観光ボランティアガイドによる魅力的な
情報発信に向けて、県主催のボランティア
ガイド研修会や日野町観光ボランティアガ
イド協会単独の研修会参加による育成を図
りました。
・日野ひなまつり紀行や桟敷窓アートな
ど、日野町の良さを活かした地域主導の取
り組みへの参画と情報発信に取り組みまし
た。
・(一社)近江日野交流ネットワークと連携
し、町外住民を対象として移住定住に向け
て空き家見学ツアーを実施するなどの取り
組みを進めました。
・着地型観光推進を基本活動として地域お
こし協力隊を委嘱し、日野ひなまつり紀行
ツアー等を企画実施し、交流・移住・定住
に向けて日野町の魅力を発信しました。
《実施できていないこと》
・特にありません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

1,757,532 件 0 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・町史編さん事業等で発見された「たか
ら」について、わかりやすく発信していく
ための媒体として町史ダイジェスト版の策
定に取り組みました。また、施設そのもの
が観光資源である近江日野商人ふるさと館
と近江日野商人館のHPの作成に着手しま
した。
・SNSによる「日野大当番仲間」の仕組み
を検討するとともに、その前段階として町
のホームページにＦacebook、Twitterと
連携する機能を追加しました。

③

・着手した近江日野商人ふるさと館と近江
日野商人館のHPを策定し、日野町の魅力
を発信していきます。
・町のFacebookに「日野大当番仲間」を
立ち上げ、まちの情報を広げていくための
仲間を拡大していきます。

目標値
（H31）

2,000,000 件 2,193,415 件 109.7% 500 人 0 人 0.0%

H31 2,000,000 件 500 人

H30 1,950,000 件 400 人

250 人H29 1,900,000 件

人

人 0.0%

H28 1,850,000 件 150

H27 1,800,000 件 2,193,415 件 121.9% 0 人 0

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課 企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

ホームページのアクセス件数 日野大当番仲間の登録件数

2

3 施策 日野の「たから」情報発信の推進

・町史編さん事業や近江日野商人館で調査・発見された「たから」をわかりやすく情報発信するとともに、日野の先達の生き方や人材教育を含めた情報発信に取り組みます。
・まちの情報を広げていくための団体や人材のネットワークの組織として、かつての「日野大当番仲間」のような仕組みをつくり、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用し、町内はもとより、全国・世界に日野町の「た
から」を発信するとともに、口コミによる広がりとまちへの支援の拡大を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざしま
す。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・観光客や町外住民への日野町の魅力や日
野町での暮らしがイメージできる情報発信
はもとより、住民に町の良さを伝え、地域
への愛着を芽生えさせるため、生涯学習と
連携した情報発信に取り組みます。
・住民やその仲間・知り合い等の人と人の
つながりを活かし、情報発信が有効に広が
るよう取り組みます。
《今後の課題》
・今後、住民の地域への愛着を育み定住に
つなげるため、情報発信だけでなく、その
人材を活かし、地域で活躍できる場が必要
になると考えます。
・多くの住民が自らの地域や町の魅力的な
情報を発信しようとする素地をつくってい
くことが必要です。

B

・移住者への情報発信につ
いては、住民も含めて町の
魅力を再認識できるように
取り組みを進めてくださ
い。
・日野町の魅力を住民自ら
が情報発信することで、そ
の魅力を再認識することに
つながるように取り組みを
進めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・日野の魅力と「たから」を発信するた
め、町のホームページに「日野め～る」の
連携、Ｆacebook、Twitterと連携する機
能を追加し、リアルタイムな情報発信に取
り組んでいます。
・まちの「たから」である近江日野商人ふ
るさと館と近江日野商人館のHPの作成に
着手しました。
《実施できていないこと》
・移住者の視点に立った、日野町での暮ら
しがイメージできる情報発信への取り組み
が実施できていません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

19,700 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・日野商人館、近江日野商人ふるさと館、
まちかど感応館の包装場において、展示公
開を行い、魅力の情報発信につとめまし
た。
・ふるさと館において、日野の伝統料理を
継承する会による食体験事業の提供を本格
化しました。

③

・三館の連携を一層密にし、まちなか観光
ルートの確立をめざします。
・近江日野商人ふるさと館、まちかど感応
館の包装場の展示・活用を充実させます。
・日野曳山に関する企画展示を通じて、魅
力の発信を行います。
・地域おこし協力隊と協力し、ホームペー
ジ・SNSを用いた情報発信に取り組みま
す。

目標値
（H31）

30,000 人 35,055 人 116.9%

H31 30,000 人

H30 28,000 人

H29 26,000 人

H28 24,000 人

H27 22,000 人 35,055 人 159.3%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

生涯学習課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

伝承促進施設の利用者数

2

4 施策 日野の「たから」の伝承促進

・近江日野商人ふるさと館を既存の近江日野商人館およびまちかど感応館（旧正野薬店）と結び、日野のまちなか観光ルートを確立するとともに、日野曳山祭りに関する展示公開により、住民が日野の「たから」をより深く知り、魅力を伝え
られるよう取り組みます。また、地産地消を中心とした伝統料理・食体験機会を拡大し、交流人口の拡大を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・展示公開、食体験を通じて日野の魅力を
訪問者に伝えられるよう、展示内容の充実
と受け入れ側のスキルアップに取り組みま
す。

《今後の課題》
・「たから」の発見・情報発信とそれらを
通じた交流機会を創出するための事業開催
が必要です。具体的には、町民が制作した
作品（絵画・写真）の展示や、文化活動
（音楽・茶道・華道の、演奏会・発表会・
鑑賞会）などの開催を検討しています。
・まちなか観光ルートの整備については、
ソフト事業の三館連携だけでなく、観光案
内板の整備などのハード事業をあわせて進
める必要があります。

B

・住民が日野曳山祭りも含
めた「たから」をより深く
知るための取り組みに努め
てください。
・三館の連携を進めるにあ
たって、住民と観光客等と
の交流や、そのことから定
住・移住に結びつけること
に留意してください。
・地域おこし協力隊との情
報発信については、どのよ
うな情報が定住・移住に結
びつくのか検討を進めてく
ださい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・三館連携会議を定期的に開催し、情報共有・連
携を密にして観光客の受入体制の充実を図りまし
た。また、ふるさと館・商人館の特別割引制度を
導入し、入館者数の確保につとめました。
・日野商人館において日野祭の展示を行いまし
た。近江日野商人ふるさと館において、日野祭を
はじめとする伝承映像を整備しました。また、ま
ちかど感応館の包装場では、薬業に関する資料展
示・ビデオコーナーを設置し、魅力の情報発信に
つとめました。
・日野ひなまつり紀行や桟敷窓アートなど地域の
町おこしイベントに参画し、情報発信と観光ルー
トの確立に取り組みました。
・ふるさと館において、日野の伝統料理を継承す
る会による食体験事業の提供を本格化させ、交流
人口の拡大に取り組みました。３月からは地域お
こし協力隊員と協同し、企画・PR活動を充実させ
ました。
《実施できていないこと》
・三館の連携の仕方に関するコンセンサスが十分
とれていません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

153 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・日野町史全９巻のダイジェスト版となる
『ふるさと日野の歴史』を編集・刊行しま
した。
・文化遺産を活かした地域活性化事業を活
用し、日野曳山に関する講演会を２回開催
しました。
・日野小学校の郷土学習（現地見学）や、
桜谷小学校の郷土学習（戦体験）に協力し
ました。
・日野町少年少女カルチャー教室を開催し
ました。

③

・ふるさと館を拠点として、日野の歴史資
産に関する講演会・学習会を開催します。
・ふるさと学習の実現に向けて、小学校、
学校教育課、生涯学習課による協議に着手
します。
・モデル校を指定して、ふるさと学習の取
り組みを始めます。
・日野町少年少女カルチャー教室を開催し
ます。

目標値
（H31） 200 人 260 人 130.0%

H31 200 人

H30 190 人

H29 180 人

H28 170 人

H27 160 人 260 人 162.5%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

生涯学習課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

少年・少女カルチャー教室及び歴史文化講座参加者数

2

5 施策 伝統文化等後継者育成の促進

・町内各地域の伝統文化や歴史資産を知る講演会や体験学習会などにより、伝統文化等の学習と啓発を行い、後継者育成を支援するとともに誰もが誇りをもって、日野町を紹介できる気風をはぐくみます。
・町史ダイジェスト版と小学校社会科郷土学習資料「わたしたちの日野」を活用し、地区の行事や歴史、しきたりや伝統を知ることで郷土愛を育み、様々な世代が連携した地域づくりを支援します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・日野の歴史資産に関する講演会・学習会
を開催し、町の魅力と住民の誇りを醸成す
る機会とします。
・『わたしたちの日野』『ふるさと日野の
歴史』を活用しつつ、小学校３年・６年を
対象としたふるさと学習をすすめ、郷土愛
の醸成と地域づくりの推進をはかります。
・カルチャー教室を通して、誇りをもって
町を紹介できる気風をはぐくみます。
《今後の課題》
・教育内容を把握し、地域に即したふるさ
と学習のメニューを考案していく必要があ
ります。
・学校現場・教育委員会・地域の三者が共
同して取り組む必要があります。
・公民館、各種団体が実施する取り組みと
の住み分けを図る必要があります。
・伝統文化を啓発する必要があります。

B

・施策の推進については、
誰もが誇りをもって、町を
紹介できるように取り組み
を進めてください。また、
様々な世代の連携のもとで
交流から定住・移住につな
げる観点により、施策を推
進してください。
・町史ダイジェスト版の配
布にあっては、その作成さ
れた意義も含めて活用を進
めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・平成１４年から１３年の歳月をかけて日
野町史全９巻を編さんしました。これはま
ちのたからの集大成となる図書ですが、や
や専門的な内容であるため住民には馴染み
にくい部分がありました。そこで、わかり
やすい文章と豊富なカラー写真をふんだん
に用いた町史ダイジェスト版『ふるさと日
野の歴史』を編集・刊行しました。
・小学校６年生の郷土学習に協力し、児童
の地域への関心と郷土愛を育む取り組みを
進めました。
・カルチャー教室を開催し、伝統的・文化
的な活動を通して仲間づくりを行い、子ど
も達の健全育成に努めました。
《実施できていないこと》
・特にありません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

117 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

本年度の町民大学講座は、町村合併60周
年記念事業として取り組み、「いのち」を
テーマとし、若い世代にも町民大学講座を
知ってもらう機会を作り、幅広い層の参加
を期待するとともに、明日の日野町の姿や
将来に向かって考える学習の場を広く提供
することを目的としました。なお、受講料
は無料とし、受講生以外の参加も可能とし
ました。

③

現代的課題や地域課題など住民が学びを必
要としているテーマや内容を取り上げ、若
い世代も含めた幅広い世代に気軽に参加し
てもらえるよう工夫します。

目標値
（H31） 200 人 176 人 88.0%

H31 200 人

H30 180 人

H29 160 人

H28 140 人

H27 120 人 176 人 146.7%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

生涯学習課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

町民大学講座受講者数

2

6 施策 生涯学習の機会の充実

公民館をはじめとする社会教育施設において、入門的な学級・講座の開設等により、幅広い層を対象とした学習活動を促進します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・単なる有名人を招くのではなく、日野町
との関わりがあったり、日野町の魅力など
を再認識できたりする講義になるような講
師を招きます。

《今後の課題》
・事業についての広報は、チラシの新聞折
込や公民館等への配置が中心であるが、IT
技術を活用した周知方法の導入が必要で
す。

B

・町民大学にとらわれるこ
となく、幅広い層を対象と
する学習活動の促進に努め
てください。
・学習活動の促進にあって
は、まちの魅力と住民の誇
りの醸成や交流から定住・
移住に結びつける観点で取
り組みを進めてください。
・ITの活用については、事
業開催の広報だけでなく、
その事業の内容を伝えるも
のとなるよう努めてくださ
い。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・従来からの歴史中心の内容であると、あ
る一定の参加者数を見込むことはできる
が、新規参加者の開拓が困難であることか
ら、歴史にこだわらずテーマと設定したこ
とにより、新規の参加者が増加しました。
《実施できていないこと》
・予算や講師の日程などから日野町の「た
から」や「良さ」に関連する講座開催に取
り組めていません。
《実施が困難なこと》
・講座開催の曜日・時間帯により、参加可
能な世代が大きく異なるなど、広い世代に
参加してもらいやすい開催日時の設定が難
しいです。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

10 件

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・定住支援相談窓口の整備を進めるため、
定住相談員を配置し、日野で暮らしたいと
いう人の相談に応じています。
・相談業務の核となる空き家情報登録制度
等の充実を図っています。
・定住相談の総合的な窓口機能について、
先進地の事例を情報収集し、相談機能の充
実を検討中しています。 ③

・トータル的な相談窓口として、空き家情
報以外の町の子育て制度等の情報も収集
し、相談機能の充実を図ります。
・空き家情報登録制度等について、所有者
および利用希望者にとって、より良いもの
となるよう庁内関係部署との連携のもとに
見直しを行います。
・地域と連携し、移住・定住される方の受
け入れ体制の充実のほか、アフターフォ
ローが図れるよう働きかけを行います。

目標値
（H31） 100

件（累
計） 10

件（累
計）

10.0%

H31 100 件（累
計）

H30 80 件（累
計）

H29 60 件（累
計）

H28 20 件（累
計）

H27 5 件（累
計） 10 件（累

計）
200.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

定住に関する相談件数

2

7 施策 定住支援相談窓口の整備

・日野で暮らしたいという人に対する総合的な相談窓口を整備します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引き続き関係部局と連携して町の魅力を
発信するとともに、定住促進事業について
検討し、移住・定住を希望される方に満足
いただける制度の構築と、日野町での暮ら
しがイメージできる情報発信の充実に努め
ます。
《今後の課題》
・観光や田舎体験等の多様な交流から移住
に結びつけるとともに、移住者を受け入れ
る地域の理解および協力体制が求められま
す。
・空き地等の紹介については、関係課と連
携し、慎重に進める必要があります。

A

・定住と移住を促進するた
めの町のＰＲについては、
誇張したものでなく、あり
のままの日野町をＰＲして
ください。
・移住者に対するアフター
フォローの仕組みを検討し
てください。
・定住を促進するために
も、地元住民が日野の良さ
を再発見できる機会づくり
に努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・登録物件がある地域の自治活動や自治会費な
どの負担を事前紹介および移住希望者と地元自
治会役員との面談等の橋渡しに取り組むととも
に、空き家改修支援制度を創設しました。
・先進事例の情報収集を行うとともに、実際に
視察も行い、空き家情報登録制度の見直しおよ
び新たな制度の構築のほか、定住相談のあり方
について検討を行いました。
・まちの「たから」である自然、歴史、人のつ
ながりを魅力とした空き家情報登録制度の紹介
パンフレットを作成するとともに、移住に関す
る問題把握や移住者同士のつながりをつくって
いくため移住者との座談会を開催しました。
《実施できていないこと》
・トータル的なサポート体制の検討のほか、充
実した情報発信ができていません。
《実施が困難なこと》
・定住相談について、トータル的なサポート
（アフターフォロー等）を行い、ニーズを満た
すための体制づくりが必要ですが、人員的な限
界があります。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

75 人（累計）

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・空き家情報登録制度の周知と制度利用に
ついて、行政懇談会や出前講座の機会を活
用して地元自治会に働きかけています。
・先進地からの情報収集などにより、空き
家情報登録制度のしくみの見直しを行って
います。また、制度の充実として、空き家
へ定住する方に対して、空き家改修費用の
一部を助成する制度を創設しました。
・空き家の実態調査を実施し、町内の危険
空き家および空き家情報登録制度に登録可
能な空き家の把握に取り組みました。

③

・実施した空き家実態調査に基づき、地元
自治会への働きかけのほか、空き家意向調
査などにより所有者への直接的な働きかけ
を行います。
・先進事例の研究や先進地視察の結果を踏
まえ、空き家情報登録制度の見直しととも
に、空き地および空き店舗の利活用につい
ても制度化を図ります。

目標値
（H31） 150

人（累
計） 92

人（累
計）

61.3%

H31 150 人（累
計）

H30 135 人（累
計）

H29 120 人（累
計）

H28 105 人（累
計）

H27 90 人（累
計） 92 人（累

計）
102.2%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

空き家情報登録制度での移住・定住者数

2

8 施策 空き家を活用した定住促進

・空き家情報登録制度の周知を図り、定住に結び付けていくため、移住される方に対して町の支援だけでなく、地元自治会と連携した取り組みを推進します。
・町内における空き家候補地の分析、調査等を実施することにより、空き家の実態及び管理状況を把握し、空き家情報登録制度に登録可能な空き家を把握します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引き続き関係部局とも連携して定住促進
事業について検討し、移住定住を希望され
る方に満足いただける制度の構築を目指す
とともに、情報発信の内容も充実させてい
きます。
・遊休地や空き地等を利活用した、空き家
情報登録制度の拡充に取り組みます。
《今後の課題》
・観光や田舎体験等の多様な交流から移住
に結びつけるとともに、空き家情報登録制
度に対する地域の理解および協力体制が求
められます。

A

・住民自らが人口減少等に
よる集落機能を維持するた
めの働きかけとして、空き
家情報登録制度の活用等に
つながるように取り組みを
進めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・空き家へ移住される方と地元自治会の
「人と人」のつながりをつくるとともに、
移住者目線で地域の実態を把握していただ
くため、移住される前に地元自治会との懇
談の機会を設け、相互理解のもとに移住し
ていただいています。
・地域や各種団体への働きかけ、関係部署
との連携により空き家所有者への働きかけ
を進めるとともに、先進事例の研究や視察
を行い充実した制度設計の検討を進めたほ
か、空き家改修に係る補助制度を策定しま
した。
《実施できていないこと》
・子育てや就労（就農）関係との連携がで
きていません。
・遊休地や空き地等を利活用した、空き家
情報登録制度の見直しができていません。
《実施が困難なこと》
・待機児童の解消や就労（就農）支援の充
実のほか、地域および空き家所有者の理解
等も必要になります。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 人（累計）

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・先進地の情報収集等により、空き地情報
登録制度のしくみについて充実を図るとと
もに、更により良い制度となるように検討
しています。

③

・先進事例の研究や先進地視察の結果を踏
まえ、空き地登録の制度化を目指して関係
部局との協議を進めます。

目標値
（H31） 50

人（累
計） 0

人（累
計）

0.0%

H31 50 人（累
計）

H30 35 人（累
計）

H29 20 人（累
計）

H28 10 人（累
計）

H27 0 人（累
計） 0 人（累

計）
0.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

空き地情報登録制度での移住・定住者数

2

9 施策 空き地等を活用した定住促進

・町内における空き地等を利活用し、土地所有者と利用希望者をつなぐことにより、移住と定住を促進します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引き続き関係部局とも連携して空き地登
録制度の構築を目指ます。また、認知度が
高い空き家情報登録制度と一体となった情
報発信を行うことにより、移住者に日野町
での暮らしをイメージしていただくととも
に、地域に愛着を持つ住民の定住に結びつ
くように制度の構築を目指します。
《今後の課題》
・制度の構築および運用については、様々
な法的制限に係る専門知識が求められま
す。
・民間事業者との連携や調整のあり方につ
いて、協議が必要です。

D

・移住者はもとより、住民
の定住を促進するための制
度構築と情報発信に努めて
ください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・遊休地や空き地等の利活用を図るため、
先進事例の情報収集や視察等を行い、課題
や法的な制限等について関係部署と協議を
進めています。
《実施できていないこと》
・法的制限等により、制度化した場合の対
応や手続き等の具体的なシミュレーション
ができていません。
《実施が困難なこと》
・空き地登録については法的制限等の問題
により、取り組んでいる自治体は少ないこ
とから、法的制限の検証等を関係部局と連
携して行い制度の構築を進めていく必要が
あります。
・民間事業者と異なり、町が空き地を紹介
するには合理性が求められることから、民
間事業者との連携した取り組みについて
は、調整が難しい状況です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

14 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・多文化共生を推進するボランティアの発
掘と確保のため、国際親善協会で在住外国
人の交流の機会づくりや韓国語講座を開催
しました。また、多文化共生のリーダーと
なる住民を国際交流都市である韓国恩山面
に使節団として派遣しました。
・将来のリーダーを育成するため、韓国恩
山中学校を招請し、中学生との交流を図り
ました。

③

・更に多文化共生を進めるため韓国語講座
の他に、英語講座を開講します。
・国際交流都市である恩山面使節団を招請
し、国際親善協会会員や中学生との交流に
より多文化共生を推進するボランティアの
育成に努めます。
・氏郷まつりを活用し、地元外国人との交
流の機会づくりに取り組みます。

目標値
（H31） 150

人（累
計） 27

人（累
計）

18.0%

H31 150 人（累
計）

H30 120 人（累
計）

H29 90 人（累
計）

H28 60 人（累
計）

H27 30 人（累
計） 27 人（累

計）
90.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

語学講座の受講者数

2

10 施策 多文化共生の推進

・多文化共生を推進するリーダーやボランティアの発掘・育成・確保を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・国際交流事業において、まちの「たか
ら」を活かした交流を進めるとともに、多
文化共生事業では、発掘したリーダーやボ
ランティアとともに在住外国人と地元住民
との交流を図り、日野町の良さを再認識で
きる取り組みを進めます。

《今後の課題》
・多文化共生事業を実施していくための、
在住外国人を含めた住民参加の呼びかけが
課題です。

A

・国際交流事業等を通じ
て、中学生が日野町の良さ
を伝えることで、さらに町
の魅力を再認識できるよう
取り組みを進めてくださ
い。
・多文化共生事業について
は、まちの「たから」を活
かし、事業展開するととも
に、その魅力の情報発信に
も努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・「恩山中学校招請事業」、「恩山面・日
野町訪問団派遣事業」等を通じて、外から
の目で日野町の良さを伝えてもらうことに
より、住民等の地域の愛着につながったと
考えています。
・国際交流関係の催しを通じ、多文化共生
の推進リーダー・ボランティアを発掘して
います。
《実施できていないこと》
・国際交流事業を通じた多文化共生の意識
啓発については一定できたものの、多文化
共生事業として的を絞ったリーダーの育成
ができていません。
《実施が困難なこと》
・外国語が話せるボランティアの継続した
確保が難しいです。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

1,269 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・町民が気軽にスポーツに親しめる場とし
て、日野町スポーツ推進委員が主管とな
り、「みんなのスポーツ広場」を開催しま
した。
・開催日時は、町民のできるだけ参加しや
すい日時とし、初夏と秋の土曜日の夜間と
しました。

③

・時期や日時等はほぼ定着しており、継続
して実施していきます。
・４歳未満を参加費無料としていたが、今
後は未就学児までを参加費無料とします。
・参加者満足度を高めるため、常に新しい
ニュースポーツを模索していきます。

目標値
（H31）

2,000 人 1,154 人 57.7%

H31 2,000 人

H30 1,800 人

H29 1,600 人

H28 1,400 人

H27 1,269 人 1,154 人 90.9%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

生涯学習課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

みんなのスポーツ広場参加延べ人数

2

11 施策 スポーツによる交流の促進

・スポーツイベントや各種事業を開催するとともに、ニュースポーツの普及と拡大により、さまざまな人がスポーツに親しめる可能性を広げ、参加者の拡大を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情報発信や
事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生えさせ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・日野町ホームページや日野め～る、新聞
折込などあらゆる手段を使って事業をPR
していきます。

《今後の課題》
・ポールウォーキングの普及拡大に努め、
参加者をもっと体育館外にも導く必要があ
ります。

B

・みんなのスポーツ広場の
開催だけでなく、さまざま
な人がスポーツに親しめる
よう各種事業を推進してく
ださい。また、各種事業の
推進にあっては、スポーツ
を通じた交流づくりを意識
し、取り組みを進めてくだ
さい。
・町主催の事業だけでな
く、町民駅伝などの住民が
主体となったスポーツイベ
ントの支援や情報発信に努
めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・町民が気軽にスポーツに親しめる場とし
て、「みんなのスポーツ広場」を開催しま
した。

《実施できていないこと》
・事業のPRが不足しています。

《実施が困難なこと》
・１回あたりに参加できる人数が限られて
いることです。（１２０～１３０人が限
度） ⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

17 組

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・男女の出会いの場として定期的に、婚活
イベントを開催しました。（５回）
・婚活イベントだけでなく、キュピドン会
員の魅力を引き出すためのセミナーを開催
しました。また、会員へのきめ細やかなサ
ポートとして、少人数単位のお見合い企画
を実施しました。
・地域を挙げての独身男女の結婚に向けた
支援として、南比都佐地区での婚活イベン
トの開催について支援しました。

③

・引き続き、男女の出会いの場の提供と結
婚に向けた支援に取り組みます。また、独
身男女の新たな出会いにつながるよう、町
だけでなく、同じ取り組みを実施している
他団体や他市町との連携に取り組みます。

目標値
（H31） 100

組（累
計） 19

組（累
計）

19.0%

H31 100 組（累
計）

H30 80 組（累
計）

H29 60 組（累
計）

H28 40 組（累
計）

H27 20 組（累
計） 19 組（累

計）
95.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

カップル成立数

3

1 施策 出会いの場の創出

・男女の出会いの場を提供するとともに、カップルになるためのセミナーなどを開催し、独身男女の結婚に向けた支援を行います。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・地域のつながりの中で、結婚に向けた支
援ができるよう、地域における婚活イベン
トの開催について引き続き支援します。

《今後の課題》
・婚活イベントに参加する会員に対して、
出会う機会を大切にすることと、出会いか
ら将来展望を描けるようなセミナー等を開
催していく必要があります。

B

・婚活をしている方が自分
磨きのセミナーへ、積極的
に参加できるような仕組み
づくりを検討してくださ
い。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・地域のつながりの中で、南比都佐地区に
婚活イベントを開催いただくことができま
した。また、情報発信により、他地区でも
同様の動きがでてきています。
《実施できていないこと》
・出会いの場の提供によりカップル成立後
に、一定の経過を把握していますが、結婚
に向けたサポートとしての取り組みができ
ていません。
《実施が困難なこと》
・独身男女の出会いの場において、参加者
が積極的に自らをアピールできるよう、自
分磨きのセミナーを開催しますが、参加が
少ない状況です。自らを見つめなおし、出
会う機会を大切にしていく意識を短期間で
広めていくのは困難です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

12.7 回

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

妊婦健診の費用助成を行ないました。また
不妊治療費の一部助成を行ないました。
お母さんお父さん教室を実施し出産に向け
ての正しい知識の習得に取り組みました。

③

出産に向けての経済的負担の軽減を引き続
き行うことで、支援の充実を図ります。

目標値
（H31） 14.0 回 12.9 回 92.1%

H31 14.0 回

H30 13.0 回

H29 12.9 回

H28 12.8 回

H27 12.8 回 12.9 回 100.8%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

妊婦健診受診回数（一人あたり）

3

2 施策 産み育てやすい環境の充実

・安心して出産ができるように、妊婦の健康の充実と経済的負担の軽減を図ります。
・不妊治療を受けている夫婦に対して治療費の一部を補助することにより経済的支援を行います。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・妊娠期からの仲間作り、地域とのつなが
りを作る工夫しました。

《今後の課題》
・父親の育児参加を促すための働きかけが
課題です。

B

・時々のニーズにあった切
れ目のない支援を行うた
め、出産後のサポートにつ
ながるよう取り組みを進め
てください。
・地域とのつながりが無い
妊婦について、安心して出
産ができるようサポートに
努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・全ての妊婦に対して妊婦健診の費用助成
を行ないました。また不妊治療を受けてい
る夫婦に対して治療費の一部助成を行ない
ました。

《実施できていないこと》
・父親の育児参加を促すための働きかけが
できていません。

《実施が困難なこと》
・特にありません。 ⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

98 %

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

乳幼児健診の機会を通じて子育ての相談に
取り組みました。

③

引き続き、乳幼児健診等の機会を通じて、
子育ての相談に応じることで、安心して子
育てができるよう支援していきます。

目標値
（H31）

100.0 % 97.5 % 97.5%

H31 100.0 %

H30 99.0 %

H29 98.0 %

H28 98.0 %

H27 98.0 % 97.5 % 99.5%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

乳幼児健診受診率

3

3 施策 乳幼児健診における保健指導の充実

・乳幼児健診の受診を通じて、出産後の母子のサポートを図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・妊娠期から子育て期まで、切れ目のない
支援をさらに進めていく必要があります。

《今後の課題》
・妊娠中と、出産後早期のかかわりの充実
を進めていきます。

B

・妊娠から出産後までの切
れ目の無いサポートとなる
よう努めてください。ま
た、時々のニーズの把握に
努めてください。
・地域のつながりの中で、
出産後のサポートを受けら
れるよう取り組みを進めて
ください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・全ての乳幼児を対象とした乳幼児健診
（4ヶ月～3歳半：計５回）の機会を通じ
て、各時期に応じた相談支援を行いまし
た。健診に来にくい状況等があれば、受診
勧奨や相談を行いきめ細かな対応を実施し
ました。

《実施できていないこと》
・特にありません。

《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

14 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・子育て環境の充実のため保育所あおぞら
園鎌掛分園を設置し保育所の整備を行いま
した。
・桜谷幼稚園と保育所さくら園の合同運営
を始めました。児童の生活の場となる施設
の充実のため保育所さくら園の給食室、駐
車場、電話設備の改修をおこないました。

③

・庁内検討委員会において子育て環境の向
上を図るため幼稚園及び保育所の体制整備
の検討を引き続き進めます。

目標値
（H31） 0 人 15 人 0.0%

H31 0 人

H30 3 人

H29 5 人

H28 8 人

H27 13 人 15 人 84.6%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

待機児童数

3

4 施策 保育所の整備

・子育て環境の向上を図るため、保育所の整備を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・保育ニーズに応じた施設整備に努めま
す。また、地域に開かれた保育所として多
様な保育サービスを提供できるよう、機能
の充実に努めます。

《今後の課題》
・幼稚園・保育所の一体的利用を進めるた
め認定こども園化を含め検討が必要です。
・待機児童の解消を進めるにおいて保育士
不足が課題となっています。

B

・妊娠、出産後から切れ目
の無いサポートに努め、子
育て負担の軽減となるよう
取り組みを進めてくださ
い。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・幼稚園、保育所の既存施設の有効活用を
庁内検討委員会で協議し、進めています。
　
《実施できていないこと》
・保育ニーズの増加や多様化に対応するた
めの保育サービスの充実ができていませ
ん。（一時預かり、延長保育等の拡充）
　
《実施が困難なこと》
・既存施設の有効利用を進めていますが施
設の改修や保育士の確保など課題がありま
す。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

9,373 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

地域の子育て支援情報の収集、提供に努
め、子育て全般に関する専門的な支援を行
う拠点（日野町地域子育て支援センター、
つどいのひろばぽけっと）として機能する
とともに既存のネットワークや子育て支援
活動を行う団体等と連携しながら地域支援
活動を展開します。

③

引き続き地域の子育て支援情報の収集、提
供に努め、子育て全般に関する専門的な支
援を行う拠点（日野町地域子育て支援セン
ター、つどいのひろばぽけっと）として機
能するとともに既存のネットワークや子育
て支援活動を行う団体等と連携しながら地
域支援活動を展開します。

目標値
（H31）

11,000 人 9,550 人 86.8%

H31 11,000 人

H30 10,000 人

H29 9,900 人

H28 9,700 人

H27 9,500 人 9,550 人 100.5%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

地域子育て支援拠点の利用者数

3

5 施策 子育て期間中の保護者の交流促進

・気軽に親子が集える場の提供や支援者の育成に努め、保護者および子育てサロン間の密接な情報交換を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・日野町地域子育て支援センター、つどい
のひろばぽけっとを拠点とした子育て支援
の充実を図ります。

《今後の課題》
・在宅のみで子育てをしている親子への支
援が必要です。
・さまざまな悩みに対して対応ができるよ
う利用しやすい相談方法や専門性の向上を
図りながら各相談機関への連携の充実が必
要です。

B

・支援者の育成についても
取り組みを進めてくださ
い。
・施策の今後の取り組みに
ついて、継続だけでなく施
策の充実に努めてくださ
い。
・妊娠、出産、保育などと
切れ目がないサポートに努
めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・児童交流施設等を開設し子育て世帯の悩
みを直接受け、支援を行う親子の居場所の
充実を図っています。（日野町地域子育て
支援センター、つどいのひろばぽけっとの
実施。）
　
《実施できていないこと》
・在宅のみで子育てをしている親子への支
援が実施できていません。
・父親の参加を促進するためのさらなる
土・日曜日の開設ができていません。
　
《実施が困難なこと》
・孤独感、不安感をもつ親子へのいきとど
いた支援が困難です。
・在宅で子育てをしている保護者の参加の
拡大が困難です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

小規模保育・家庭的保育・ファミリーサ
ポートセンター・一時預かり・放課後児童
クラブ・地域子育て支援拠点等の事業支援
の担い手となる人材を確保します。

③

子育て支援員養成講座への参加の促進を図
ことで多くの支援員を確保し若い世代の
ニーズにあった多様な支援を提供できるよ
う取り組みます。

目標値
（H31） 10 人 6 人 60.0%

H31 10 人

H30 9 人

H29 8 人

H28 7 人

H27 6 人 6 人 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

子育て支援員の人数

3

6 施策 子育て支援員の確保

・子ども・子育て支援新制度に基づく子育て支援員研修を開催し、支援の担い手となる子育て支援員の養成を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・支援員養成研修の情報を広く周知し、支
援員確保に努めます。
・地域とのつながりを確保するなかで、困
難家庭の把握に努め支援につなげます。
・若い世代への支援ニーズの把握に取り組
みます。

《今後の課題》
・子どもの支援の担い手となる支援員の拡
充が必要です。
・研修を受けて習得した知識・技能を地域
子育て支援拠点事業（専任職員）、放課後
児童クラブ（補助員）、ファミリーサポー
トセンター事業（提供会員）、利用者支援
事業（専任職員）など実践につながるよう
進めます。

B

・子育てに係る負担軽減に
つながる取り組みとなるよ
う努めてください。
・支援員養成研修等の周知
を図るとともに、町内の子
育て支援員の把握に努めて
ください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・滋賀県が実施しています各種研修に参加
し知識の習得をします。

《実施できていないこと》
・滋賀県が行う子育て支援員養成研修に参
加していただくために研修情報を町内広く
周知できていません。
・研修を受けて習得した知識・技能を地域
の実情やニーズに応じた子育て支援につな
げられていません。

《実施が困難なこと》
・本当に支援が必要な方へのつながりをつ
くることが困難です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 ヶ所 0 人 0 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

児童の預かりを受けたい者と当該支援を行
いたい者との相互援助活動の支援を行うセ
ンター、ファミリーサポートセンターの設
立に向けた準備を実施しました。

③

・ファミリーサポートセンターを設立し支
援のための運営方法・体制を確立します。

目標値
（H31） 1 ヶ所 0 ヶ所 0.0% 30 人 100 人

人H31 1 ヶ所 30

50 人

人 100

H30 1 ヶ所 20 人

30 人15 人

20 人

H29 1 ヶ所

人H28 1 ヶ所 10

H27 0 ヶ所 0 ヶ所 0.0% 0 人

依頼登録会員数

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課 福祉課 福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

ファミリーサポートセンターの整備数 提供登録会員数

3

7 施策 ファミリーサポートセンターの整備

・保護者の都合により、一時的に家庭で保育できない場合の支援としてファミリーサポートセンターを整備します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・ファミリーサポートセンター支援活動の
運営確立を図ります。

《今後の課題》
・会員の登録を進めていく上で個人情報の
取り扱い、実際に活動する内容の確立は平
成２８年度からとなります。

C

・ファミリーサポートセン
ターの運営については、
ニーズを把握するととも
に、地域とのつながり方を
検討し、取り組みを進めて
ください。

0 人

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・ファミリーサポート事業の説明と児童の
預かりを受けたい会員と支援を行う協力会
員の登録を進め協力会員の資格研修を行い
ました。
・ファミリーサポートセンター設立のため
事務所の開設準備を行いました。

《実施できていないこと》
・具体的な支援活動は平成２８年度から実
施となります。

《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 ヶ所

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・既存の公園や施設で交流できる場所につ
いて、どのような内容がふさわしいのか検
討を行いました。親子や多世代が交流でき
る仕組みについては、検討ができていませ
ん。

③

・交流できる場所として、どのような内容
がふさわしいのかを、町だけでなく子育て
世代と一緒になって検討を進めます。

目標値
（H31） 1 ヶ所 0 ヶ所 0.0%

H31 1 ヶ所

H30 1 ヶ所

H29 0 ヶ所

H28 0 ヶ所

H27 0 ヶ所 0 ヶ所 0.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

関係課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

交流できる場の整備数

3

8 施策 交流できる場の充実

・既存の公園や施設等を利活用し、親子や多世代が交流できる場を整備します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・他の関連部署と連携し、交流できる場所
を通じて、様々なコミュニティの交流から
子育てに係る負担の軽減につながる可能性
を検討します。
・対象となる住民が中心となって企画・検
討されるように工夫して取り組みを進めま
す。

《今後の課題》
・ただ単なる施設整備ではなく、交流でき
る場所として、地域住民に認知されるよう
整備までにできるだけ多くの住民に関わっ
てもらう様々な取り組みが必要です。

C

・施策を通じた子育て世代
との関わりで、未来の希望
につながるように努めてく
ださい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・交流できる場所を通じて、地域でのつな
がりが深められるように場所について、検
討を行っています。
《実施できていないこと》
・交流できる場所を整備するにあたって
ニーズの把握ができていません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

小学３年生

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

小学１～３年生の対象者が、保険診療を受
けた際の自己負担分について助成しまし
た。（所得制限なし。通院：１診療報酬明
細書あたり５００円の自己負担有。入院：
自己負担無）
１０月１日から小学４年～６年生まで対象
者を拡大しました。（入院については、義
務教育終了まで助成しました。中学生：償
還払い）

③

平成２８年１０月１日から対象者を義務教
育終了まで拡大します。（所得制限なし。
通院：１診療報酬明細書あたり５００円の
自己負担有。入院：自己負担無）

目標値
（H31）

H31 中学3年生

H29

中学3年生H30

H28

福祉医療制度の実施

・どの子も安心して医療を受けられるよう、福祉医療費制度を実施します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

住民課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

福祉医療費制度の対象範囲

H27 100.0%

3

9 施策

中学3年生 小学6年生

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・どの子も安心して医療を受けられるよ
う、平成２８年１０月から対象者を義務教
育終了まで拡大します。

《今後の課題》
・漏れがないよう手続きいただくため、制
度についての周知が必要です。

B

・福祉医療制度の業務を通
じて、子育ての負担軽減に
つながる新たな施策が検討
できる場合は、他部署との
連携により推進してくださ
い。

小学6年生 小学6年生

中学3年生

中学3年生

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・対象範囲を小学６年生まで拡大しまし
た。

《実施できていないこと》
・特にありません。

《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

訪問事業の実施について検討を行ないまし
た。

③

平成２８年度後半からの事業実施に向け
て、具体的な協議を進めていきます。

目標値
（H31） 40

人（累
計） 0

人（累
計）

0.0%

H31 40 人（累
計）

H30 30 人（累
計）

H29 20 人（累
計）

H28 10 人（累
計）

H27 0 人（累
計） 0 人（累

計）
0.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

訪問児童数

3

10 施策 障がい児の支援の充実

・保育所に通園している子どもの支援を療育施設の心理士などが、保育所の保育士とともに支援を行います。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・療育が必要な子ども等への支援の充実を
図ることにより親の負担の軽減につなげま
す。

《今後の課題》
・事業の対象者、実施方法等について、さ
らに協議していく必要があります。
・親のニーズの把握と小学校へのスムーズ
な移管が必要です。
・地域のつながりの中で支援の届いていな
い支援の必要な子どもの把握が必要です。

C

・保護者が子どもへの支援
を利用しやすくなるよう
に、啓発や仕組みづくりを
進めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・課内で訪問事業の実施に関する検討を行
ないました。

《実施できていないこと》
・つながりのない子へのアプローチが実施
できていません。

《実施が困難なこと》
・訪問事業の実施体制を整える必要があり
ます。
・親の理解を得ることが困難です。 ⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

6 校 852 冊

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

学校図書館司書を4名体制とし、兼任はあ
るものの町内小・中学、6校に派遣しまし
た。
おはなしボランティア講座や学校図書館で
の貸出に取り組みました。

③

子どもの豊かな成長に関わる多くの町民の
方々と共に、「生きる力」としての読書を
町全体に広げ、本に親しむことがごく当た
り前のこととなる日野町をめざします。

目標値
（H31） 6 校 6 校 100.0% 1,300 冊 865 冊 66.5%

H31 6 校 1,300 冊

H30 6 校 1,200 冊

1,050 冊H29 6 校

冊

冊 101.5%

H28 6 校 950

H27 6 校 6 校 100.0% 852 冊 865

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

図書館 図書館
目標 実績 目標 実績 目標 実績

学校司書の派遣校数 貸出数（住民100人あたり）

3

11 施策 子どもの読書活動推進

・保護者やボランティア、地域住民が連携し、子どもの成長段階に応じた読書活動を推進します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・乳幼児のいる家庭への取り組みに力を入
れます。子育てサロンへのサービスや図書
館来館時の託児サービス、移動図書館サー
ビスを実施していく予定です。また、おは
なしボランティア講座を開催し、子どもた
ちにおはなしを届けるボランティアの人数
を増やします。
《今後の課題》
・町内小・中学校に派遣する学校司書の専
門性の向上や、おはなしボランティア、託
児ボランティアの養成とスキルアップが課
題です。

A

・保護者とボランティア、
地域住民との連携を更に拡
充し、施策の推進に努めて
ください。
・保護者が子ども読書活動
に関わる機会づくりを進め
るとともに、子ども読書活
動を通じて、子育への希望
につながるよう、施策の推
進に努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・乳幼児から中学生までの子どもたちを対
象に、それぞれの発達に合わせた読書活動
の推進を行っています。職員が幼稚園や保
育所へでかけて、あるいは園から来館した
子どもたちに読み聞かせをしています。
小・中学校やおはなしボランティアとも協
力して読書推進事業を進めています。
《実施できていないこと》
・妊娠中の夫婦、未就園児、学童保育への
取組みがあまり実施できていません。子ど
もも大人も共に地域全体で読書に親しむ環
境づくりが進んでいません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

43.4 %

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・企業訪問や労働講座、町長と企業事業所
代表者との懇談会などの機会を通して、女
性活躍推進法、ワークライフバランス、誰
もが働きやすい職場環境づくりについての
啓発を行いました。
・農業の場面での女性の参画拡大のため、
家族経営協定の締結の推進を図りました。

③

・企業訪問や労働講座、企業懇談会等の機
会を通して、引き続き、男女雇用機会均
等、ワークライフバランス、誰もが働きや
すい職場環境づくりについての啓発に取り
組みます。
・引き続き、農業の家族経営協定の締結の
推進を図るとともに、商業等での女性の参
画拡大について、啓発していきます。

目標値
（H31） 50.0 % 43.4 % 86.8%

H31 50.0 %

H30 49.0 %

H29 47.0 %

H28 45.0 %

H27 43.4 % 43.4 % 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

商工観光課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

町内企業の有給休暇取得率

3

12 施策 働きやすい職場環境の推進

・企業訪問等の機会を通じて、男女の雇用機会均等、ワーク・ライフ・バランス等の啓発により、誰もが働きやすい職場環境づくりを推進します。
・農林商工自営業者について、関係団体・機関と連携し、経営や方針決定過程への女性の参画拡大の啓発を実施します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・育児休業の取得を促進するとともにワー
クライフバランスの実現に向けた企業の体
制作りが必要です。このことから、企業訪
問、労働講座、企業懇談会等様々な機会を
通し、継続した啓発に取り組みます。
《今後の課題》
・誰もが働きやすい職場環境を実現するた
め、企業への啓発が重要であるものの、啓
発、情報発信だけでは限界を感じていま
す。ワークライフバランス等の職場環境づ
くりのためには、企業風土、企業の意識改
革が重要であり、同時に課題です。

A

・子育て支援や育児休業の
促進、ワークライフバラン
ス等の具体的な実施の支援
について検討を進めてくだ
さい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・企業への実態調査を行う中で、育児休業
の取得や様々な休暇制度などの現状把握に
努めました。
《実施できていないこと》
・企業訪問により働きやすい職場環境の推
進を行っていますが、子育て支援や育児休
業の促進、ワークライフバランス等の具体
的な実施の支援については検討段階です。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

6 ヶ所

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

少子化・核家族化に加えて共働き家庭等に
より家庭や地域全体の子育て機能が低下し
ています。放課後の子どもたちの安全で豊
かな居場所を確保することが重要です。公
設民営で学童保育所を運営しており学童保
育所を整備していきます。必佐学区学童保
育所では第２太陽の子の設置を行いまし
た。 ③

・公設民営で学童保育所を運営しておりひ
きつづき学童保育所を整備・運営の支援を
実施していきます。
・定員をオーバーしている施設もあり新た
な施設の設置に向け協議が必要です。

目標値
（H31） 8 ヶ所 6 ヶ所 75.0%

H31 8 ヶ所

H30 7 ヶ所

H29 7 ヶ所

H28 7 ヶ所

H27 6 ヶ所 6 ヶ所 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

学童保育所の整備数

3

13 施策 学童保育所の整備

・保育ニーズの多様化に対応するため、地域ボランティアなど幅広い人材の確保・育成に努め、児童福祉の推進体制の確立を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・平成２８年度から７つの学童保育所とな
りひきつづき管理運営補助を実施していき
ます。
・見込まれる学童保育所の利用人数に対応
できる施設の確保、運営に努めます。
・支援員の資質向上のため研修会を実施し
ます。

《今後の課題》
・学童保育所の管理・運営の充実が必要で
す。
・親や子どものニーズに沿った運営になっ
ているのか運営者との協議が必要です。
・運営の中で地域の力を生かすことが出来
ないか検討が必要です。

B

・地域ボランティアなど幅
広い人材の確保に努めてく
ださい。
・子育てに係る負担軽減
は、親からの視点だけでな
く、子どもの健やかな成長
を育む環境づくりなど、福
祉の増進にもつながるよう
努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・町内６つの学童保育所に対して管理運営
補助を実施しています。
・学童保育所の運営充実のため、施設の維
持管理費等として補助事業の充実に努めま
した。
・研修会を実施し支援員の資質向上に努め
ました。

《実施できていないこと》
・学童保育所の入所希望者が日野地区で増
えており対策が必要です。

《実施が困難なこと》
・日野地区の学童保育所確保のため用地の
確保が必要です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 ヶ所

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

ボランティア講師による「チャンレンジ教
室」を開催しました。
１会場４回開催　参加者２６人

③

平成２８年度から７地区での開催に向けた
取り組みを進めます。

目標値
（H31） 7 ヶ所 1 ヶ所 14.3%

H31 7 ヶ所

H30 7 ヶ所

H29 7 ヶ所

H28 7 ヶ所

H27 1 ヶ所 1 ヶ所 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

学校教育課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

学習支援教室を開催する会場数

3

14 施策 児童・生徒の自主的学習支援の推進

・児童・生徒の基礎的学習の補充ならびに自主的学習の機会を確保するための学習支援教室の実施と、その内容充実を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・対象児童生徒の選定についての協議（学
校や福祉課等との調整）が必要です。

《今後の課題》
・小学生の取り組みで定着してきたら、中
学生も対象にしていくことが必要です。

A

・子どもたちの発達段階に
あった学習支援により、子
どもたちの成長につながる
よう努めてください。
・学習支援を通じて、家庭
の教育負担の軽減につなが
るよう取り組みを進めてく
ださい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
ボランティア講師による「チャンレンジ教
室」を開催しました。
《実施できていないこと》
対象児童生徒の選定の協議（学校や福祉課
等との調整）については、横断的な体制に
なっていないため実施できていません。
まず、小学生を対象として取り組んでいる
ため、中学生を対象に実施できていませ
ん。
《実施が困難なこと》
対象児のニーズ把握と、マッチングについ
て学校や福祉課との調整が必要です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

4 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

高等学校、専修学校および大学に在籍する
者に奨学金を貸与しています。
高等学校１０，０００円/月　　大学等２
０，０００円/月
平成２７年度貸与者　高等学校２名　大学
等４名

③

平成２８年度から大学等での就学が著しく
困難な方で、独立行政法人日本学生支援機
構の第一種奨学金の貸与を受ける場合につ
いて、奨学金が併用貸与できるよう取り組
みます。

目標値
（H31） 15 人 6 人 40.0%

H31 15 人

H30 12 人

H29 10 人

H28 8 人

H27 6 人 6 人 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

学校教育課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

奨学金の貸与人数

3

15 施策 奨学金制度の充実

・経済的理由により就学が困難な子どもの支援のため、日野町奨学金制度の充実を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・卒業後に奨学金や教育ローンの金利を含
む返還が負債となり、貧困を招いている状
況があることから、独立行政法人日本学生
支援機構の第一種奨学金の貸与を受ける場
合について、奨学金が併用貸与できること
を広く周知することが必要です。

《今後の課題》
・奨学金の貸与が必要な方に、情報が届く
よう制度周知方法の検討が必要です。

A

・現在の奨学金制度につい
て、地方創生の観点から、
町の子育て支援の目玉とし
て、卒業後に町へ定住する
若者への給付制度とするこ
とについて検討ください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・町の広報やホームページ等で広く周知を
しています。

《実施できていないこと》
・高等学校や福祉課などと連携し、奨学金
の必要な方に対しての周知があまりできて
いません。
《実施が困難なこと》
・奨学金が必要な方のニーズを把握し、制
度とのマッチングをする必要があります。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

6 団体（累計）

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・地域住民による自主的なまちづくりを進
めるため、一般コミュニティ助成の申請に
あたって、まちづくり計画の策定について
支援しました。（5団体）
・まちづくり計画の策定を通じて、地域に
おける先人達が残した伝統行事等の再認識
と、地域コミュニティを活性化するための
各種事業により、人と人のつながりが醸成
されたと考えています。
・地域や自治会等で課題に気づき、話し合
う機会をもってもらうよう出前講座を実施
しました。

③

・まちづくり計画の策定については、地域
住民自らがその地域を治めるという自治の
基本の再認識につながると考えています。
このことから、その地域の課題を解決した
いという意識の高揚によって、地域の一人
ひとりの意見等を認め合いながら策定にむ
すびつくよう支援を行います。

目標値
（H31） 21

団体
（累
計）

11
団体
（累
計）

52.4%

H31 21
団体
（累
計）

H30 18
団体
（累
計）

H29 15
団体
（累
計）

H28 12
団体
（累
計）

H27 9
団体
（累
計）

11
団体
（累
計）

122.2%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

まちづくり計画の策定自治会数

4

1 施策 進取のまちの推進

・地域住民による自主的なまちづくりを進めるため、課題解決のための集落点検と地域計画づくりを促進するとともに支援します。
・地域における伝統行事・伝統工芸の伝承をはじめ、各種事業を通じた世代間交流に対する支援により自治会等の取り組みを推進します。また、一人ひとりの意見や行動を認め合い、家庭や地域での話し合いの中で、ともに住みよい地域を作
り出す喜びや自己実現が可能な地域社会づくりに取り組みます。
・自治の基本の再認識、自治会単位の交流を深めることで、先人の知恵を受け継ぐとともに、地域解決に向けた地域での学びを支援します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・地域でのまちづくり計画は、その過程を
通じて地域課題の把握や地域の再認識につ
ながるものです。これからは、その計画を
実践していくために、住民が自ら学び、取
り組んでいくことに対する支援を充実する
必要があります。

《今後の課題》
・今後、人口が減少し、自治活動の基礎で
ある自治会の運営が更に難しい状況になる
と考えられます。このことから、これまで
の自治活動の見直しについて、住民自らが
取り組みにあたって、町からの働きかけや
支援がどこまで可能か検討する必要があり
ます。

A

・運営が難しい状況にある
自治会については、町が積
極的に関わるように努めて
ください。
・家庭でのきづなを育むた
め、他部署との連携を図っ
てください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・出前講座時の集落点検の紹介やまちづく
り計画策定の相談があった場合は、新たな
出会いや地域での人と人のつながりが深ま
るように、策定時には老若男女の参画をお
願いしています。
《実施できていないこと》
・まちづくり計画の策定支援は、地縁によ
るコミュニティの活性化につながるもので
すが、地域での他のコミュニティとの連携
につながっていないのが現状です。
《実施が困難なこと》
・地域でのコミュニティの基礎といえる家
庭でのきずなについては、学校教育や生涯
学習の観点からの取り組みが必要です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

72 人 404 人 59 字

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・民生委員児童委員を中心に地区の社会福
祉協議会や字福祉会等において多様な活動
を展開いただいている。

③

・民生委員児童委員を中心に地区の社会福
祉協議会等の活動を広め各地区において地
区にあった活動を支援します。

目標値
（H31） 73 人 72 人 98.6% 450 人 413 人 91.8% 83 字 59 字 71.1%

字H31 73 人 450

75 字

人 83

H30 73 人 435 人

70 字425 人

65 字

H29 73 人

人

人 99.3%

H28 73 人 420

H27 72 人 72 人 100.0% 416 人 413

字福祉会設置数

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課 福祉課 福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

民生委員児童委員 福祉協力員数

4

2 施策 地域福祉活動の推進

・自治会などにおいて、地域のマンパワーとして、福祉協力員の活躍の場を広げ、地域福祉の中心を担える体制を推進します。
・閉じこもりやひとり暮らしなど、支援の必要な高齢者が適切な支援が受けられるよう民生委員児童委員・福祉協力員・字福祉会などと連携し、見守り活動を促進します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・現在、地域の住民自らが自分たちで、地
域にとって必要な事業を計画し実施いただ
いている。活動が今後も続いていくよう支
援していく必要があります。
・すべての人がつながる活動の実施が必要
です。

《今後の課題》
・高齢化がますます進む中での事業の継続
が課題です。

B

・地域福祉活動を推進する
ため民生委員児童委員と福
祉協力員の連携強化に努め
てください。
・自治活動を基盤として、
地域の困りごとの解決につ
ながるような、地域福祉活
動となるように取り組みを
進めてください。

59 字 59 字 100.0%

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・町内各地で多様な活動が地域の力で実施
され、多くの住民が行事に参加していま
す。
・地域での福祉会の活動により地域でのつ
ながりを守っています。
・一人暮らしの老人の訪問など見守り活動
を実施しています。

《実施できていないこと》
・特にありません。

《実施が困難なこと》
・支援を受けようとしない方への支援への
働きかけが必要です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

16 団体

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・町社協を通じてボランティアセンター活
動への補助を実施しました。

③

・ボランティアセンターの活動の充実と会
員の拡大を図るよう進めます。

目標値
（H31） 16 団体 16 団体 100.0%

H31 16 団体

H30 16 団体

H29 16 団体

H28 16 団体

H27 16 団体 16 団体 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

ボランティア団体の登録数

4

3 施策 ボランティア団体の組織化の促進

・市民活動のリーダー育成やボランティアの組織化を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・ボランティア活動を通じて地域住民のつ
ながりを深めます。
・地域の元気を持続できるようボランティ
ア団体の活用に努めます。

《今後の課題》
・ボランティアセンターに登録していない
多くの団体があり個別に活動されている
が、大規模災害に備え連携を図る必要があ
ります。
・若い人の参加を進め地域の自治活動の継
続につなげる必要があります。

B

・自治活動などを通じて、
市民活動のリーダー育成に
つながるように取り組みを
進めてください。
・大規模災害時のボラン
ティアセンターの運営体制
を確立するとともに、住民
へはボランティアとして関
わりをもってもらえるよう
意識啓発に努めてくださ
い。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・ボランティア連絡協議会を組織し各大字
福祉会や施設でボランティア活動を実施し
ました。

《実施できていないこと》
・大規模災害への備えが必要です。
・組織に加盟していない多くのボランティ
ア団体との連携が必要です。

《実施が困難なこと》
・若い人、男性の会員の拡大していくこと
が困難です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 件

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・全国で取り組まれているコミュニティビ
ジネスについて情報収集し、日野町で取り
組みができるものを検討しました。
・地域で活躍している人材との連携、コ
ミュティビジネスで解決すべき地域課題の
把握について検討しました。

③

・地域課題の把握と、それに対応するコ
ミュニティビジネスについて情報を収集し
ます。
・コミュニティビジネスの起業を検討して
いる人材を把握するため、コミュニティビ
ジネスの事例の情報発信に努めます。
・コミュニティビジネスの起業に係る、支
援メニューの検討を進めます。

目標値
（H31） 1 件 0 件 0.0%

H31 1 件

H30 1 件

H29 1 件

H28 0 件

H27 0 件 0 件 0.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

コミュニティビジネスの創業

4

4 施策 コミュニティビジネスの創出

・地域で活躍している人材と連携し、コミュニティビジネスを創出することにより、地域課題の解決に結びつけ、コミュニティの活性化を図ります。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・安全で安心して住み続けられるまちを実
現するには、コミュニティビジネスを介し
て、顔の見えるつながりを築き、介護など
のその地域が抱える課題の解決につなげる
よう検討を進めます。
《今後の課題》
・地域の課題を自ら解決していくという、
自治の力を町全体として高めていくことが
必要です。そのもとにコミュニティビジネ
スの創業につながると考えますが、短期間
でその意識を高めることは困難です。

C

・コミュニティビジネスを
創業しようとする人材を
バックアップする仕組みに
ついても検討を進めてくだ
さい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・人と人のつながりのもとで、日野の地域
コミュニティに相応しいコミュニティビジ
ネスについて検討しました。
《実施できていないこと》
・自らくらしやすい地域をつくろうと活躍
する人材の把握ができていません。
《実施が困難なこと》
・コミュニティビジネスが事業として一定
の採算がとれるように仕組みを検討する必
要があります。町だけでなく、経営の専門
家の知恵も借りながら、その事業の経営が
成り立つか、地域の課題解決や活性化に効
果があるのか検討が必要です。

⑤
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 事業

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・主事会や館長会においてサポーターを活
用した事業を数年後には展開できるよう各
地域で検討してもらうことを依頼しまし
た。
・地域によっては、運動会や文化祭など特
定行事にのみ、実行委員以外の住民の協力
を得ています。また、各字選出委員以外に
館長推薦など特別枠の実行委員制度を設け
ています。

③

・中央公民館では平成28年度の町民大学
講座において、当面、サポーターに企画立
案を中心に参画してもらうよう取り組みを
進めます。
・地区公民館では現在の状況をベースとし
て、事業の企画や運営により主体的に携
わってもらえるよう検討を進めます。

目標値
（H31） 5 事業 0 事業 0.0%

H31 5 事業

H30 4 事業

H29 3 事業

H28 1 事業

H27 0 事業 0 事業 0.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

生涯学習課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

公民館サポーター活用数

4

5 施策 異分野・多世代交流の創出

・公民館の行事や講座などに、公募サポーター（興味のある人）の参画を募り、行事や講座の企画段階から関わりを持つことで、地域の中に分野や世代を越えた人と人をつなぐ仕組みづくりに取り組みます。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・現代的課題や地域特有の課題について、
住民自らが企画した内容の講座・教室等を
開催することにより、自ら学び、自ら考
え、課題解決や学習欲求の充足ができるよ
う努めます。

《今後の課題》
・従来からの実行委員のなり手が年々少な
くなりつつある状況を打開するため、共助
の精神をもって公民館活動に参画してもら
えるよう、地域住民も交えた議論を深める
必要があります。

C

・公民館の行事や講座を通
じた、地域での分野や世代
を越えた人と人をつなぐ仕
組みづくりに努めてくださ
い。
・公募サポーター制度を導
入するとともに、これまで
の実行員会制度の充実も
図ってください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・中央公民館では平成28年度の町民大学
講座にむけてサポーターを募集し、7名の
応募を得ました。
《実施できていないこと》
・地区公民館では、事業運営面において一
部では既にサポーターのような制度が導入
されているが、企画立案面にまでは広めら
れていません。
《実施が困難なこと》
・行動力のある若い世代の参画が求められ
ているが、呼びかけてもなかなか協力して
もらえない状況です。

⑤

70



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

1,491 人 3.93 回 326 件

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・教育委員会と日野町人権啓発推進連絡協
議会により字別懇談会で地域で話し合い、
地域の課題をみんなで考えていただこうと
「字別懇談会をすすめるために」の冊子を
作成しました。
・子どもの自発的学習の場や居場所づくり
の一環として、夏休みに子ども向け事業や
空き室開放に取り組みました。
・フロアで必要な本を探している利用者へ
の声かけや、問い合せの内容に合う本のあ
る書架への案内、所蔵がない場合は県立図
書館から取り寄せなどをして必要な本を用
意しました。

③

・「字別懇談会をすすめるために」の冊子
を活用し、懇談会の実施推進を図ります。
・地域の将来を担う青少年や今後もさらに
増加する高齢者はもちろん、青年や壮年層
などを含めた幅広い年代層の人達に参加し
てもらえる公民館活動となるよう工夫に努
めます。また、自己学習だけに止まること
なく、子どもや住民を対象とした地域指導
者の育成に努めます。
・寄せられた質問に対し、どんな本を用意
したか等の記録を作成しデータベース化し
ていきたいと考えています。日野町に関わ
るよくある質問とその回答を整理してホー
ムページに載せ、図書館に来館しなくても
詳細がわかるよう整備していくことも必要
です。

目標値
（H31）

10,000 人(累計) 2,228 人(累計) 22.3% 5.00 回 3.91 回 78.2% 600 件 865 件 144.2%

件H31 10,000 人(累計) 5.00

600 件

回 600

H30 7,200 人(累計) 4.78 回

600 件4.57 回

550 件

H29 4,800 人(累計)

回

回 94.4%

H28 2,400 人(累計) 4.35

H27 1,500 人(累計) 2,228 人(累計) 148.5% 4.14 回 3.91

レファレンスサービス受付件数

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

生涯学習課 生涯学習課 図書館
目標 実績 目標 実績 目標 実績

字別懇談会への参加者数 1人あたりの公民館の利用回数

4

6 施策 学びの機会の充実

・暮らしや地域のさまざまな課題が話しあえる学習機会の充実を図ります。
・公民館事業の企画・立案に幅広い層が参加する仕組みづくりを進めるとともに、子どもたちの公民館活動・地域行事への参加を促進します。
・様々なライフステージの助けとなる本を図書館で貸出すとともに、レファレンスサービスにより情報を提供することで、学び続けることを支援します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・地域の課題を地域のみんなで考えるため
の字別懇談会を開催していきます。
・誰もが気軽に立ち寄れる明るく開かれた
公民館づくりに努めます。
・必要な本を整備し、誰でも気軽に立ち寄
れ利用できる、開かれた図書館運営に努め
ます。
《今後の課題》
・「字別懇談会をすすめるために」の冊子
を有効に活用してもらうために、各人権委
員の懇談会の進め方などの研修を実施する
必要があります。
・人づくり、地域づくりに参画してもらえ
るリーダー的人材を育成する必要がありま
す。
・調べものをするための百科事典など最新
の情報が掲載された本の収集・整備、利用
者が気軽に聞きやすい雰囲気づくりや、職
員の専門性の向上が課題と捉え解決してい
く必要があります。

A

・作成した「字別懇談会を
すすめるために」を活用
し、地域のさまざまな課題
が話し合える学習機会づく
りの充実に努めてくださ
い。
・公民館活動・地域行事と
して、幅広い層が参加でき
る通学合宿の促進に努めて
ください。

418 件 865 件 206.9%

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・「字別懇談会をすすめるために」の冊子を作
成しました。
・各館であまり無理をしない範囲で個性的な事
業として取り組めました。
・レファレンス受付カウンターで利用者から質
問があった場合はすぐに職員が対応し、必要な
本を用意しています。また、どんな質問があっ
たかを職員同士で共有しています。
《実施できていないこと》
・各地区人権委員に周知できていません。
・子ども達の学習を指導したり見守ったりする
人材の確保・養成ができていません。
・館内フロアで利用者が本を探して困っている
時に気づくのが遅れるなどして、職員が適切に
対応でききれていません。
《実施が困難なこと》
・利用の多い日野公民館では空き室を常時確保
することができていません。
・レファレンスにおいて、インターネット上で
見つけた情報のプリントアウトを法律の関係で
利用者に渡すことができません。

⑤

71



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

0 ヶ所

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・農林課と福祉課の担当者により町内での
中間就労先の可能性について、協議しまし
た。

③

・個人経営ではなく、一定の就労が受け入
れられるような事業所を念頭に置きなが
ら、就労への支援方策を検討します。

目標値
（H31） 3 ヶ所 0 ヶ所 0.0%

H31 3 ヶ所

H30 2 ヶ所

H29 1 ヶ所

H28 1 ヶ所

H27 0 ヶ所 0 ヶ所 0.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

農林課・福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

中間就労の場

4

7 施策 農林業を活かした中間就労の創出

・地域資源である農林業で、一般就労が困難な人を結びつなげることにより、中間就労の場を創出します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・地域とのつながり、人と人とのつながり
の中から中間就労の場が創出できるよう取
り組みます。
・地域資源の発掘に努め新たな中間就労の
場の創出に努めます。

《今後の課題》
・地域や人、関係機関の連携により、中間
就労へと結び付ける仕組みづくりが必要と
思われます。

C

・一般就労が困難な人と、
その人に合った中間就労の
場をつなぐ指導員の育成を
進めてください。
・安心・安全のまちづくり
につながるよう、中間就労
を通じて、就労者が自ら生
きがいを持って働くととも
に、受け入れる団体側にお
いても、生きがいとなるよ
うに努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・地域や人々が連携して取り組まれている
ような就労事例を情報収集しています。

《実施できていないこと》
・情報収集の段階であり、地域や支援者、
農業・林業事業所との連携、また、情報提
供や働きかけなどができていません。

《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

82 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・働き暮らし応援センターと連携して、場
を確保するとともに、就労のマッチングを
進めています。

③

各相談支援事業所や作業所とも連携を図り
ながら就労支援に努めます。

目標値
（H31） 120 人 105 人 87.5%

H31 120 人

H30 110 人

H29 100 人

H28 90 人

H27 82 人 105 人 128.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

働き暮らし応援センター利用登録者数

4

8 施策 障がい者の就労促進

・障がいのある人が、自分らしくいきいきと暮らせるよう就労を支援します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・地域のつながりの中で新たな就労場所や
仕事の確保に取り組みます。
・企業で就労できる人、作業所で１日をす
ごす人など障がいの程度により多様な働き
方をされていますが、今後も障がいを持っ
た人が安心して働けるよう努めます。

《今後の課題》
・医療連携を充実させることが必要です。
・生活保護との連携を深めることが必要で
す。

A

・障がいのある人の就労に
向けて、事業所に対する働
きかけを進めてください。
また、いきいきと暮らせる
ように施策を進めてくださ
い。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・相談支援事業所と連携して就労支援を行
ないました。

《実施できていないこと》
・障がい者家庭は貧困につながっている場
合が多いが生活保護との連携ができていま
せん。

《実施が困難なこと》
・一人ひとり、障がいの状況も多様であり
それぞれにあった就労の場を確保していく
ことが必要です。
・本人に働く意識と意義を伝え就労につな
げることが必要です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

20 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・重度の障がい者も利用できるグループ
ホームを国県の補助を受けて設置する社会
福祉法人に対して、町からも支援を行いま
した。

③

・強度行動障害者の利用出来るグループ
ホームの整備に取り組みます。

目標値
（H31） 33 人 20 人 60.6%

H31 33 人

H30 28 人

H29 25 人

H28 25 人

H27 20 人 20 人 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

福祉課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

グループホームの定員数

4

9 施策 障がい福祉サービスの充実

・障がいのある人が地域において、自分らしくいきいきと暮らし続けられるよう、障害者グループホームの整備を行います。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・強度行動障害者の利用出来るグループ
ホームの用地の確保と早期の整備に取り組
みます。
・グループホームで地域の人にボランティ
アをお願いする取り組みを進めます。

《今後の課題》
・地域の皆さんとの交流を深めることが必
要です。
・強度行動障害者には一人ひとりにあった
静かな環境が必要であり、適切な場所の確
保が課題です。

A

・地域において、自分らし
くいきいきと暮らしていけ
ることにつながる、施策の
推進に努めてください。
・障がいのある人を地域に
おいて受け入れられる土壌
づくりを進めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・重度の障がい者が利用出来るグループ
ホームの整備を進めました。
・グループホームの整備に当たっては地域
の皆さんに詳しい説明を行いました。

《実施できていないこと》
・今後のグループホーム整備に向けた用地
の確保ができていません。

《実施が困難なこと》
・強度行動障害者のグループホームを開設
した場合の地域の理解が必要です。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

141 人 0 ヶ所

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

おたっしゃサポーター（運動指導サポー
ター）養成講座を実施しました。
また、前年度までに養成講座を受講した者
に対して、スキルアップ講座を開催しまし
た。
出前講座等において、サロンの実施の啓発
とあわせて、問合せに対し、町内で開催さ
れているサロンの見学を進めました。 ③

引き続きおたっしゃサポーター（運動指導
サポーター）養成講座を実施します。
サロンの開催を地域で考えていただくた
め、出前講座にサロン開催にかかるメ
ニューを加えます。
できるだけ多くサロンを開催していただく
ため、開始初年度および次年度における要
件の緩和を行います。

目標値
（H31） 170 人 147 人 86.5% 15 ヶ所 3 ヶ所 20.0%

H31 175 人 15 ヶ所

H30 168 人 12 ヶ所

9 ヶ所H29 161 人

ヶ所

ヶ所 100.0%

H28 154 人 6

H27 147 人 147 人 100.0% 3 ヶ所 3

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

介護支援課 介護支援課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

おたっしゃサポーター養成講座修了者数 地域交流サロン

4

10 施策 介護予防の促進・高齢者の自主的な活動支援

・介護予防に関する知識の普及啓発とおたっしゃ教室・地域支援サロンなど、自主的な活動の育成と支援を行います。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・おたっしゃサポーターを養成することに
より、地域での介護予防の取り組みを進め
ます。
・サロンの開催により、高齢者等の居場所
づくりを図るとともに、地域の元気な高齢
者等による見守りなどの支援につなげま
す。
《今後の課題》
・地域で介護予防に取り組んでいただくた
めには、自治会単位で、おたっしゃサポー
ターがおられる環境を作っていくことが必
要です。
・サロン開催においては、開催したいと
思っている者一人ではできないため、地域
の理解と協力とあわせて、複数名の協力者
が必要になります。

A

・人と場所と機会をつなぐ
仕組みとして、おたっしゃ
サポーター（運動指導サ
ポーター）の連携について
努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・一定年齢に到達した者に対し、養成講座
開催のダイレクトメールを郵送していま
す。
・出前講座の開催にあわせて、サロン開催
の啓発を行なっています。
・サロンの実施にあたり、補助金の交付制
度を設けています。
《実施できていないこと》
・全ての養成講座修了者に対し、実践の場
が設けられていいません。
・自主的に開催されているサロンについて
の把握ができていません。
《実施が困難なこと》
・特にありません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

32 件 56 件

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・日野めーるで防犯交通安全情報の発信を
行いました。
・各地区自主防犯団体による防犯パトロー
ルを実施しました。
・地域安全活動推進大会の開催しました。
・交通安全シルバーキャラバン隊による街
頭啓発を行いました。
・警察、交通安全協会と協同で街頭啓発を
実施しました。
・保育所、幼稚園での交通安全教室を実施
しました。

③

今後も各地区自主防犯団体・シルバーキャ
ラバン隊などと連携を図り、地域ぐるみで
の各種啓発活動など拡大を図ります。

目標値
（H31） 25 件 29 件 84.0% 45 件 48 件 93.3%

H31 25 件 45 件

H30 26 件 46 件

48 件H29 27 件

件

件 109.4%

H28 28 件 50

H27 30 件 29 件 103.3% 53 件 48

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

住民課 住民課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

犯罪認知件数 交通事故発生件数

4

11 施策 犯罪・事故のないまちづくりの推進

・警察、日野町防犯自治会との連携のもと、各地区自主防犯団体、学校、PTAとの協働により、地域ぐるみで推進します。
・警察、東近江地区交通安全推進会議、交通安全協会などと連携し、交通安全教育・学習を行い、交通安全意識の高揚を図るとともに、住民による、自主的な取り組みを支援します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・各地区のニーズに応え、即時性のある活
動を行う必要があります。

《今後の課題》
・地域の安全を地域で守っていただけるよ
うに、県や警察、交通安全協会と連携を図
り各団体へ情報提供できる場を設ける必要
があります。

A

・意見交換会や定期大会な
どを通じ、顔の見える関係
のもとで、住民が主体とな
る安全で安心して住み続け
られるまちづくりにつなが
るよう、情報提供と支援に
努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・各地区での防犯や交通の活動やイベント
への協力、広報紙の発行等、地域主体で必
要に応じた啓発に努めています。
・交通安全に関連する各種団体の意見交換
会や各地区自主防犯団体の定期大会を開催
し、課題や情報の共有、知識の向上に努め
ています。
《実施できていないこと》
・特にありません。
《実施が困難なこと》
・各地区単位で活動をしていただいている
ため、地域ごとで活動に対する温度差があ
ります。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

185 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・消防団の重要性・必要性を啓発し、地元
自治会・企業等との理解と協力により、団
員の確保を図りました。（団員定数１８５
人）

③

・引き続き、活動等を通じて消防団の重要
性・必要性の啓発に努め、地元自治会や企
業等と協力して、団員の確保を図ります。
（団員定数１８５人）

目標値
（H31） 185 人 185 人 100.0%

H31 185 人

H30 185 人

H29 185 人

H28 185 人

H27 185 人 185 人 100.0%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

総務課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

消防団員数

4

12 施策 消防団活動の充実

・消防団の重要性・必要性を啓発し、地元自治会・企業等との連携強化により、団員の確保を図ります。（団員定数１８５人）

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引続き団員定数１８５人を確保できるよ
う、地元の会議（区長会等）で消防団員自
らが現状等を説明するともに、平時の点検
活動や防災訓練、町や地域のイベント等へ
の協力などを通じて、消防団活動への理解
を深め、公助としての役割を果たします。
・学習会の開催や広報紙を発行し、活動の
推進とＰＲを図ると共に、団員が地元区長
宅へ広報紙を届け互いに顔が見える関係を
築き、安心・安全の向上に努めます。
《今後の課題》
・消防団の重要性・必要性の認識をさらに
向上させる必要があります。
・物理的に団員が確保できない地域（地
区）に対し、柔軟な対応（地域間の団員の
融通のし合い等）の余地を検討する必要が
あります。

A

・消防団員の確保が難しく
なっている理由の分析を行
い、現状にあった消防団の
運営について検討を進めて
ください。また、理由の一
つと考えられる訓練につい
て、過度なものでなく、有
事の際に活動ができる内容
となるよう努めてくださ
い。
・消防団員として、自らが
安心・安全なまちづくりに
貢献していくという気風を
育むため、他施策との連携
などを検討ください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・日々の活動やイベントへの協力、広報紙
の発行等、消防団の重要性・必要性の啓発
に努めています。
・幹部等による定期的な会議を開催し、課
題や情報の共有に努めています。
《実施できていないこと》
・ご理解やご協力がいただけない状況があ
ることも否めず、スムーズに団員が確保で
きている状況ではありません。
《実施が困難なこと》
・地域間の年齢構成のバラつきを解消する
ことはできません。

⑤

77



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

8 組織（累計） 4 人（累計）

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・防災の推進リーダーとなる防災士とし
て、町で新たに５名の方に資格を取得いた
だきました。
・町の防災士により、地域の自主防災組織
設立に関する相談支援等、組織数の増加に
尽力いただくよう取り組みを進めてきまし
た。
２７年度の新たな自主防災組織地区　　１
地区

③

・継続的に防災士の資格を取得いただき、
町の防災士育成を推進します。
・町と防災士による出前講座や防災訓練等
の機会を通じて、自主防災組織の重要性等
の周知を図り理解を深めることで、組織化
や組織強化に取り組みます。

目標値
（H31） 20

組織
（累
計）

9
組織
（累
計）

45.0% 20
人（累
計） 9

人（累
計）

45.0%

H31 20
組織
（累
計）

20 人（累
計）

H30 17
組織
（累
計）

20 人（累
計）

18 人（累
計）H29 14

組織
（累
計）

人（累
計）

人（累
計）

100.0%

H28 11
組織
（累
計）

14

H27 9
組織
（累
計）

9
組織
（累
計）

100.0% 9 人（累
計） 9

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

総務課 総務課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

自主防災組織数 防災士数

4

13 施策 自主防災組織の育成

・災害時の地域での助けあいや防災活動の体制づくりとしての自主防災組織の重要性について、周知するとともに、組織づくりや組織強化に向けた取り組みを支援します。
・自主防災組織を育成・支援するため、まちの防災リーダーとなる防災士を育成します。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・防災士を育成することで、防災に対する
関心や意識を高め、地域の防災力の向上を
図ります。また、自主防災組織の設立によ
り、災害時の防災活動の体制を整備し、地
域の防災力の向上を図ります。
・町や区等で防災士を育成し、連絡会議等
で情報の共有と事業の推進を図ります。
・地域の出前講座で自主防災組織の重要性
と必要性に対する理解を深め、災害初動時
における地域での自助・共助を促進しま
す。
《今後の課題》
・町内各地域でまんべんなく防災士を育成
する必要があります。
・自主防災組織の組織化や組織強化には、
地域の理解と協力が欠かせません。

A

・顔の見えるつながりの中
での防災活動となるよう、
防災士の横のつながりをつ
くるとともに、防災士と地
域のつながりづくりに努め
てください。
・指定避難所の運営につい
て、地元住民が関わること
について検討を進めてくだ
さい。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・町の防災士を育成しています。
・自主防災組織の設立等のため、防災士等
による相談支援や補助金制度を設けていま
す。
《実施できていないこと》
・町内の防災士の実態（有資格者数等）の
把握はできていません。
・設立された自主防災組織に対するフォ
ローアップはできていません。
《実施が困難なこと》
・一度に多くの防災士を育成したり、自主
防災組織を組織化したりはできません。

⑤
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基本目標№

基本目標

基本的方向

施策№

施策内容

指標名
基準値
（H26)

59,716 人

担当部署
達成率 達成率 達成率

施策 ②

・利用者のニーズを反映したダイヤの設定
を検討しました。

③

・町営バスをはじめとする公共交通につい
て、可能な限り利便性を向上できるよう、
運行事業者や地域等を連携して検討を進め
ます。

目標値
（H31）

60,000 人 57,176 人 95.3%

H31 60,000 人

H30 59,900 人

H29 59,800 人

H28 59,750 人

H27 59,700 人 57,176 人 95.8%

【取り組み状況】 【今後の取り組み】
⑥検証
結果 コメント

企画振興課
目標 実績 目標 実績 目標 実績

町営バス年間利用者数

4

14 施策 公共交通の利用促進

・町営バス利用者のニーズを反映したダイヤやルートの設定、バス停の配置に取り組むとともに、交通機関間の接続の向上をバス・鉄道事業者へ働きかけます。

①重要業績評価指標（ＫＰＩ） 内部検証 外部検証

くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域
課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援します。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・できる限り利用者のニーズに合ったダイ
ヤ編成や運行経路の設定を行います。
・利用促進に向けた情報発信を充実してい
きます。
・デマンドタクシーの本格運行について、
タクシー事業者等と検討を行うとともに、
低床式バス車両の更新に向けリースや利用
者数にあった定員車両の導入などの検討を
進めます。
《今後の課題》
・町営バスをはじめとする公共交通体系を
見直していくには、地域の理解・協力が求
められます。

B

・公共交通の重要性につい
て、住民の理解を高めるた
め、住民自信が考える機会
づくりに努めてください。

基本目標
基本的方
向を踏ま
えての状
況

④

《実施していること》
・利用者のニーズについて、動態調査やバ
ス運転手等へのヒアリングにより把握に努
めています。
《実施できていないこと》
・利用者のニーズに合った路線変更や低床
式バス車両の更新ができていません。
・デマンドタクシーの本格運行に向けた検
討・協議ができていません。
《実施が困難なこと》
・路線変更は地域間の調整が必要になり、
地域等の理解がなければ変更できません。
・低床式バス車両は多額の予算が必要とな
り、財源的な問題から更新が困難です。

⑤
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① ② ③

実績額

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果
事業の評
価

外部有識者からの意
見

今後の方
針

今後の方針の理由

指標①

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①

近江日野商人ふるさと
館、近江日野商人館お
よび旧正野薬店への来
館者

8,700 人 H28．3 35,055

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 日野菜出荷量 47 ｔ H28．3 42

指標② 野菜生産者 73 人 H28．3 70

指標③ 民泊受入人数 3,830 人 H28．3 3,032

指標④
空き家情報登録制度で
の移住者数（累計）

79 人 H28．3 92

指標⑤

指標①
空き家情報登録制度で
の移住者数（累計）

79 人 H28．3 92

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 定住に関する相談数 100 件 H28．3 452

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
地元民間団体が行う、
婚活イベントを通じた
カップル成立数

35 組 H28．3 9

指標②
指標③
指標④
指標⑤

指標①
ファミリーサポートセン
ターのサービス提供登
録会員人数

3 人 H28．3 0

指標②
指標③
指標④
指標⑤

指標① 商工会会員数 545 人 H28．3 532

指標②

指標③
指標④
指標⑤

交付金の種
類

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 外部有識者からの評価

追加等更に
発展させる

３館（近江日野商人ふ
るさと館、近江日野商
人館および旧正野薬
店）の連携を一層密に
し、まちなか観光ルート
の確立をめざすため。

3
地域のたから「日野菜」の再生と日野菜を
活かした地域づくり事業

タイプⅠ 19,000,000

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

ＫＰＩを達成していないも
のも一部あるが、日野
菜等の加工施設の整
備が進み、新規の日野
菜生産者の確保につな
がるとともに、農業振興
に有効であった。

追加等更に
発展させる

ＪＡ、生産者組織など日
野菜関係者・組織との
連携により、引き続き生
産拡大、また販売拡大
をめざすため。

2
近江日野ふるさとの「たから」伝承･案内事
業

基礎交付 26,638,373

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

近江日野商人ふるさと
館等の整備により、３館
連携の目途ができ、交
流人口が拡大した。ま
た、「ふるさと日野の歴
史」等の冊子作成によ
り、まちへの誇りと愛着
を育むための取り組み
が進み、交流からの移
住・定住につなげていく
取り組みに有効であっ
た。

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

指標

1
日野町くらし安心ひと創り総合戦略策定事
業

基礎交付 2,787,627

No

④ ⑤ ⑥ ⑦

交付対象事業の名称

事業内容の
見直し（改
善）

事業内容を見直し、男
女の新たな出会いの場
につながるよう、引き続
き地元民間団体との連
携を図るため。

7 ファミリーサポートセンター整備事業 タイプⅡ 1,478,979

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

ＫＰＩは達成していない
が、ファミリーサポート
センターの開設に向け
て事業実施したことによ
り、平成28年6月の開設
につながり有効であっ
た。

事業の継続

整備したファミリーサ
ポートセンターの運営
方法・体制を確立し、一
時的に家庭で保育でき
ない保護者を支援する
ため。

6 出会いの場創出事業 タイプⅡ 138,618

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

ＫＰＩは達成していない
が、地元民間団体から
の事業発案により、モ
デル的な事業展開がで
き、今後の事業拡大に
つながるものとして有効
であった。

事業の継続

実施した空き家の現地
調査等の結果に基づ
き、引き続き地元自治
会との連携した取組を
進めるため。

5 定住支援相談窓口整備事業 タイプⅡ 1,152,036

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

定住相談員を配置し、
相談体制を充実するこ
とで、相談数が増加し、
有効であった。

事業の継続

総合的な相談窓口とし
て、空き家情報以外の
町の子育て制度等の情
報を収集し、相談機能
の充実を図るため。

4 空き家利活用定住促進事業 タイプⅡ 4,313,771

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

町内全域を対象とした
空き家現地調査を実施
したことにより、空き家
情報登録制度を利用す
る移住・定住者の増加
につながり有効であっ
た。

事業の継続
地元特産品の更なる情
報発信により、商店の
活性化を図るため。

8 魅力ある商店づくり促進事業 タイプⅡ 2,916,596

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

ＫＰＩは達成していない
が、商店・商店街での
購買効果と、地元特産
品を情報発信していくた
めの仕組みづくりがで
き、有効であった。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

地方創生に相当
程度効果があっ
た

地方創生に非常
に効果的であっ
た

地方創生に非常
に効果的であっ
た

地方創生に効果
があった

地方創生に効果
があった

地方創生に効果
があった

重要業績評価指標（KPI）が無い事業です。 
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１）量的（ＫＰＩ）検証のまとめ 

全ての施策に設定されている重要業績評価指標（ＫＰＩ）について、町が定めている年度別の目標

値に対する実績値の達成率について、検証を行い５段階評価として集計を行なった。 

検証結果については、次のとおりである。 

KPI の検証結果 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

の達成度 

施策数 比率 

量Ｓ １００％～９０％以上 ３7 施策 74.0% 

量Ａ ９０％未満～７０％以上 ２施策 4.0% 

量Ｂ ７０％未満～５０％以上 3 施策 6.0% 

量Ｃ ５０％未満～３０％以上 0 施策 0.0% 

量Ｄ ３０％未満～０％以上 8 施策 16.0% 

検証した施策の中で最も多いのが、量 S（達成度100%～90%以上）で 37 施策（74.0%）、次

いで、量D（達成度３０％未満～０％以上）が 8施策（16.0％）という結果になっている。 

量 S の割合が高い要因は、総合戦略の計画期間に関わるもので、計画期間が平成２７年度から平

成３１年度の５年間であり、町が定める年度別目標値については、平成３１年度の計画期間最終年度

に定められている目標値に向かって段階的に高くなっていることによるものと考えられる。 

次に、平成２７年度からの新しい施策に関するもので、５年間の計画期間中に施策を軌道に乗せて

取り組んでいくため、取り組みを始めた段階であり、実績値が無いものが見受けられたことから、量

Ｄと検証されたものが多くなったと考えられる。 

これらのことから、平成２８年度以降は、段階的に高くなる目標値を見据えた施策の取り組みと、

新たに取り組みを始めた施策の確立が求められる。 

 

２）質的（取組内容）検証のまとめ 

全ての施策に設定されている重要業績評価指標（ＫＰＩ）だけでは計れない、取り組み内容の質的

な充実について、検証を行い５段階評価として集計を行なった。 

検証結果については、次のとおりである。 

質的検証結果 質的検証結果の内容 施策数 比率 

質Ｓ 内容を十分に理解し、取り組みにより達成している 0 施策 0.0% 

質Ａ 
内容を理解した取り組みを実施し、誯題解決や達成
に向けた取り組みができている。 

0 施策 0.0% 

質Ｂ 内容を理解し、取り組みができている 30 施策 60.0% 

質Ｃ 概ね内容を踏まえているが、取り組みが丌十分 18 施策 36.0% 

質Ｄ あまり内容を踏まえて取り組めていない 2 施策 4.0% 

検証した施策の中で最も多いのが、質 B（内容を理解し、取り組みができている）で 30 施策

（60.0%）、次いで、質C（概ね内容を踏まえているが、取り組みが丌十分）が 18 施策（36.0％）

という結果になっている。 

質Ｂの割合が高い要因は、施策の内容、基本目標および基本的方向の趣旨に沿って、計画期間初年

83



 

 

度として、施策の取り組みを進めたことによるものと考えられる。 

次に、施策の内容に沿って取り組んでいるものの、基本目標および基本的方向を踏まえ、総合戦略

を構成する施策であるという観点からの取り組みが弱いものが見受けられたことから、質Ｃと検証さ

れたものが多くなったと考えられる。 

これらのことから、平成２８年度以降の施策の推進にあっては、ただ単に施策を展開するだけでな

く、総合戦略に掲げる基本目標および基本的方向を十分に理解し、めざす姿を実現するための施策の

展開が求められる。 

 

３）基本目標別のまとめ 

〇基本目標（１）まちのたからで雇用を創る 

 検証結果では、10 施策中で最も多いのが、Ｂ（実施できている）で 6施策（60.0%）、次い

で、Ａ（優れている）が3 施策（30.0%）という結果になっている。 

 Ａ（優れている）とされた施策は、「農業経営佒の育成」、「地元野菜生産者の担い手育成」お

よび「獣肉の利活用を促進」で、検証委員からは、農業者自らが環境こだわり米などのブランド

化、農産物の多品目化や住民主佒の創業、集落ぐるみの獣害対策などについて意見があった。 

 一方、Ｃ（工夫が必要）とされた施策は、「若者等の就職相談窓口の整備」で、検証委員から

は地元企業を住民に知ってもらう取り組み、若者等と将来の地元企業への就職を促進するための

若者等と地元企業とが出会う機会づくりについての意見があった。 

 これらの意見を踏まえたうえで、特に若者等の町内企業への就職を促進するためにも、早急に

「若者等の就職相談窓口の整備」を進めることが求められる。 

基本目標と基本的方向を踏まえ、住民が主佒となった地域内経済循環の活性化に向けて、コミ

ュニティビジネスの起業への支援、日野菜がまちの「たから」であるという住民への意識づけや、

高齢者が自らの能力を活かそうとする取り組みが求められる。 

 

〇基本目標（２）出会いと発見で人の流れを作る 

検証結果では、11施策中で最も多いのが、Ｂ（実施できている）で 5施策（45.5%）、次い

で、Ａ（優れている）が4 施策（36.4%）という結果になっている。 

Ａ（優れている）とされた施策は、「観光受入佒制の整備」、「定住支援相談窓口の整備」、「空

き家を活用した定住促進」および「多文化共生の推進」で、検証委員からは、近江日野商人ふる

さと館・まちかど感応館・近江日野商人館の連携の充実、定住促進のための地元住民の日野の良

さを再発見できる機会づくり、集落機能を維持するための働きかけとしての空き家情報登録制度

の活用、まちの「たから」を活かした多文化共生事業の展開などについて意見があった。 

これらの意見を踏まえ、特に遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう、早急に「空き

地等を活用した定住促進」を進めることが求められる。 

一方、Ｃ（工夫が必要）とされた施策は、「佒験型観光の推進」で、検証委員からは棚田ボラ

ンティアの取り組みによる交流人口の拡大、民泊を通じた更なる日野の魅力発信について意見が

あった。 

 基本目標の達成向けて、交流からの移住を促進する機会づくりとして、近江日野商人ふるさと

館での大学・企業等の研修受入や住民が主佒となったスポーツイベントの支援を進めるとともに、
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交流から移住に結びづける仕組みづくりと、どのような情報が定住・移住につながるのか検討を

進めことが求められる。また、定住を促進するため、町史ダイジェスト版などを活用し、誮もが

誇りをもって町を紹介できるよう、まちの魅力と住民の誇りの醸成が求められる。 

 

〇基本目標（３）結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 

検証結果では、15施策中で最も多いのが、Ｂ（実施できている）で 8施策（53.3%）、次い

で、Ａ（優れている）が4 施策（26.7%）という結果になっている。 

Ａ（優れている）とされた施策は、「子ども読書活動推進」、「働きやすい職場環境の推進」、「児

童・生徒の自主的学習支援」および「奨学金制度の充実」で、検証委員からは、保護者が子ども

読書活動に関わる機会づくり、子育て支援や育児休業の促進、子どもたち成長につながる発達段

階にあった学習支援、奨学金制度から給付制度への見直しなどについて意見があった。 

これらの意見を踏まえ、特に切れ目のない支援となるよう、早急に「障がい児の支援の充実」

を進めることが求められる。 

一方、Ｃ（工夫が必要）とされた施策は、「ファミリーサポートセンターの整備」および「障

がい児の支援の充実」で、検証委員からはファミリーサポートセンターの運営について地域との

つながり方やニーズ把握、障がい児の支援が利用しやすくなる啓発や仕組みづくりについて意見

があった。 

基本目標の達成向けて、時々のニーズにあった切れ目のない支援となるよう、地域とのつなが

りが無い妊婦・保護者への支援が求められる。また、地域のつながりを深めながら地域が一佒と

なって、保護者の子育てに係る負担の軽減と子どもの健やかな成長を育む環境づくりに努め、子

育てに希望がもてるよう取り組みを進めることが求められる。 

 

〇基本目標（４）くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる 

検証結果では、14 施策中で最も多いのが、Ａ（優れている）で 8 施策（57.1%）、次いで、

Ｂ（実施できている）とＣ（工夫が必要）が、それぞれ 3 施策（21.4%）という結果になって

いる。 

Ａ（優れている）とされた施策は、「進取のまちの推進」、「学びの機会の充実」、「障がい者の

就労促進」、「障がい福祉サービスの充実」、「介護予防の促進・高齢者の自主的な活動支援」、「犯

罪・事故のないまちづくりの推進」、「消防団活動の充実」および「自主防災組織の育成」で、検

証委員からは、運営が難しい状況にある自治会への町の関わり、地域のさまざまな誯題が話し合

える学習機会づくりの充実、障がいのある人の就労に向けた事業所への働きかけや地域において

受け入れられる土壌づくり、顔の見える関係のもとでの、防犯活動・消防団活動・自主防災活動

による住民が主佒となる安全で安心して住み続けられるまちづくりなどについて意見があった。 

一方、Ｃ（工夫が必要）とされた施策は、「コミュニティビジネスの創出」、「異分野・多世代

交流の創出」および「農林業を活かした中間就労の創出」で、検証委員からはコミュニティビジ

ネスを創業しようとする人材へのバックアップ、公民館事業等への公募サポータ制度の導入と実

行委員会制度の充実、一般就労が困難な人に合った中間就労の場をつなぐ指導員の育成などにつ

いて意見があり、これらの施策を早急に進めることが求められる。 

基本目標の達成向けて、地域での人と人のつながりを育むとともに、自治活動などを通じて住

85



 

 

民が自らくらしやすい地域をつくることにつながるよう、地域の困りごとの解決につながる地域

福祉活用や市民活動リーダーの育成に努めることが求められる。 

 

 

４）まとめ 

ここまで総合戦略の検証を行ってきましたが、本報告書を手に取った皆さんは、検証結果をどの

ようにご覧になりました。報告書の「数値化」された「検証結果」に注目されたのではないかと推

察します。そこで、最後に、総合計画懇話会から検証過程・検証結果からみえてきたことを記して、

まとめとします。 

 

本報告書の検証結果は、総合戦略に関わる施策がどの程度実施されているかという「外形的な達

成度」が一目で分かるという側面とその施策の中身がどの程度充実したものであるのかという「質

的・内容的な充実度」を検証できるように工夫している。 

そこで、今後の留意点として、第一にあげられるのは、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の設定の適

切さの問題である。重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度が高かった施策については、「数値目標

の設定が甘すぎなかったのか」と数値目標の設定の適切さが主要な担当部局によって検討されるべ

きと考える。また、「そもそも施策のアウトカム指標として適切な指標の設定であったのか」など

目標の設定の適切さも担当部局によって検討される必要もある。 

検証は、これまでみてきたように重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度ではかる量的検証（満点

10 点）、4 つの検証項目からの質的検証（1項目5 点の 4項目、満点 20点）の二つの検証の視

点で行なった。そして、量的検証の検証点数と質的検証の検証点数の合計点数で 5 段階の「検証結

果」とした。総合的な配点では、質的検証のほうに 2 倍の配点をして重くしているが、今回の「検

証結果」から言うと量的検証項目である重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度が高ければ、「検証

結果」は高いものとなった。そのため内容的な充実度では少々難があっても、重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ）に助けられて「検証結果」は高い評価になっているものがある。また、そもそも量的検証と

質的検証の検証点数の合計点を検証結果とする方式をとっているので、異質な検証点数を合計して

いることに留意する必要がある。 

第二の留意点としては、「異質な検証点数を合計していることに留意する」ことに関連して、総

合戦略の施策の検証と改善に関わる留意点がある。合計点による検証結果は、１６ページにあるよ

うに、B（実施できている）が 22施策の 44.0％、A（優れている）が 19 施策の 38.0％となり、

A・B 評価が 82.0％を占めている。こうした数値となっているが、A（優れている）、B（実施で

きている）と検証された施策の比率もさることながら、そうした「検証結果」となった要因（量的

検証と質的検証の検証徔点状況）を注意深くみていかなければならない。そして今後、総合戦略の

計画期間中の毎年の検証においても、「検証結果」の高さに加えて、その質的な充実度が年々高ま

っているのかを注意深くみていく必要がある。「検証結果」が、A（優れている）となったとしても、

施策の状況を「上手く実施できている」という現状に満足するのではなく、さらなる質的な改善を

進めることが求められる。「質的・内容的な充実度」を検証することができるように工夫したのが、

質的検証の部分である。この質的検証では、「取り組み状況」「今後の取り組み」を「施策の内容を

踏まえて」と「（総合戦略の）基本目標と基本的方向を踏まえて」の二つの視点から自己点検を実
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施いただいた。これは、総合戦略に記載されている施策そのものが実施できているのかという検証

に留まらず、施策を「（総合戦略の）基本目標と基本的方向を踏まえて」再度検証し、その改善を

考える仕組みを自己点検のプロセスの中に埋め込んでいる。 

従って、この自己点検プロセスをテコにして施策を「（総合戦略の）基本目標と基本的方向を踏

まえて」一層の改善を進めることが求められる。とりわけ、各施策の検証の際に付された懇話会委

員からのコメントに留意しながら施策を推進することによって、各施策における誯題の解決を進め

ることを求める。 

総合戦略は第５次日野町総合計画と関連づけられているが、総合戦略と総合計画には、「施策の

総合性」という共通の考え方がある。総合戦略は、総花的に施策を並べて、それを順次実施してお

けば良いのではない。総合戦略の施策の検証プロセスを通じて、基本目標や基本的方向性を踏まえ

て「持続的に発展する日野町をつくることを目指して」施策を総合的に展開することを求める。 
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８．資料編 
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１）用語解説 

用語 解説 

PDCAサイクル 

Plan-Do-Check-Action の略称。Plan（計画）、Do（実

施）、Check（評価）、Action（改善）の４つの視点をプロ

セスの中に取り込むことで、プロセスを丌断のサイクルとし、

継続的な改善を推進するマネジメント手法のこと 

 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 

Key Performance Indicator の略称。施策ごとの進捗状況

を検証するために設定する指標のこと 

ＳＮＳ 

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、インターネ

ット上の交流を通して社会的ネットワークを構築するサービス

のこと 

 

ファミリーサポートセンター 

 

地域で育児の援助を受けたい人と支援したい人とを結ぶ組織

のこと 

コミュニティビジネス 

地域資源を活かしながら地域誯題の解決を「ビジネス」の手

法で取り組むことで、地域の人材やノウハウ、施設、資金を

活用することにより、地域における新たな創業や雇用の創出、

働きがい、生きがいを生み出し、地域コミュニティの活性化

につながるビジネスのこと 

 

ＩＴ 

 

コンピュータやデータ通信などの情報技術の総称のこと 

 

第２創業 

 

既に事業を営んでいる企業・事業者において、業態転換や新

事業・新分野に進出する創業のこと 

 

人・農地プラン 

 

集落・地域が抱える人と農地の問題を解決するための未来の設

計図のこと 

 

６次産業化 

 

農業などの第一次産業が食品加工・流通販売までの業務を行

うこと 

地域おこし協力隊 

人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の人

材を積極的に受け入れ、地域活動を積極的に行ってもらい、そ

の定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニーズに応え

ながら、地域の維持・強化を図っていくことを目的とした制度

のこと 

日野大当番仲間 

江戸時代、日野には他国で商売を行った「日野商人」が多数存

在し、商人相互の扶助のため、日野大当番仲間を組織しました。

大当番仲間で、東海道や中山道の各宿場に現在の指定旅館とも

いえる日野商人定宿を設けて、旅の便宜を図りました。（日野

町にゆかりある人や応援していただける人、興味ある人など、

町の内外を問わず、日野の「たから」を情報発信していただけ

る仲間を、つくりつないでいく仕組みとしてその名称を例示し

ています。） 

 

Facdbook 

 

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）の一種 
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用語 解説 

 

Twitter 

 

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）の一種 

 

フォローアップ 

 

行なった事柄について、その後も面倒をみること 

多文化共生 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的な違いを認め

合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員と

して共に生きていくこと 

 

ポールウォーキング 

 

ポールを持って行なうウォーキングのこと 

 

ワーク・ライフ・バランス 

 

仕事と生活の調和のこと 

 

レファレンスサービス 

 

図書館の資料を使い、図書館利用者の調べものをサポートする

サービスのこと 

おたっしゃ教室 

介護の原因になりやすい転倒骨折や閉じこもりによる生活機能

の低下を防ぐため、機能回復と外出応援を目的とする介護予防

事業のこと 

デマンドタクシー 

指定の場所から目的地まで，利用者の希望時間帯，乗車場所

などの要望に、バス並みの料金で利用できる公共交通サービ

スこと 

 

アウトカム指標 

 

施策・事業の実施により発生する効果・成果（アウトカム）を

表す指標 
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２）総合計画懇話会の開催 

実施日 実施内容 場所 

平成28年3月29日 第１回懇話会 林業センター 

平成28年4月25日 第２回懇話会 林業センター 

平成28年5月16日 第３回懇話会 林業センター 

平成28年5月30日 第４回懇話会 林業センター 

平成28年６月６日 第５回懇話会 林業センター 

平成28年６月２７日 第６回懇話会 林業センター 

平成28年７月４日 第７回懇話会 林業センター 

平成28年７月25日 第８回懇話会 林業センター 

平成28年８月22日 第９回懇話会 林業センター 

 

３）日野町総合計画懇話会委員名簿 

委員区分 氏名 所属・推薦団佒等 

学識経験者 会 長 只友 景士 龍谷大学政策学部教授 

 

 

 

団佒等推薦 

副会長 山本 身江子 日野町地域女性団佒連合会 

岡 伊佐夫 農業関係団佒（日野町農業委員会） 

松井 利夫 日野町商工会 

岡 幸一 日野町企業協議会 

遠城 輝雄 日野町老人クラブ連合会 

飯室 佑果 日野町連合青年会 

敬称略 
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 
 

－ 人と人がつながりいきいきと輝くまち － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 

施策検証結果報告書（平成２７年度） 

平成2８年（201６年）８月 

 

【発行】日野町総合計画懇話会 

 事務局 日野町企画振興課 

〒529‐1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目１番地 

電 話：0748‐52‐6552 

ＦＡＸ：0748‐52‐2043 

 


